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松 

茂 

樹

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
こ
の
た
び
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
第

5
代
宇
土
市
長
と
し
て
2
期
目
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

は
、『
進
取
敢
為
（
自
ら
進
ん
で

物
事
に
取
り
組
み
、
困
難
が
あ
っ

て
も
や
り
遂
げ
る
）』
の
精
神
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
幸
福
の
た
め
に

邁
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

【
1
期
4
年
間
】

　
こ
れ
ま
で
の
1
期
4
年
間
は
、

「
元
気
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
市
民

と
行
政
が
タ
ッ
グ
を
組
み
「
み
ん

な
で
つ
く
る
元
気
な
宇
土
市
」
を

目
指
し
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、「
動
け
る
市
役
所
」
を

目
指
し
て
、
市
役
所
改
革
を
進
め

ま
し
た
。
県
内
初
の
市
監
査
委
員

の
公
募
制
導
入
を
は
じ
め
、
専
門

的
な
知
識
・
経
験
を
持
つ
民
間
経

験
者
等
を
、
広
報
Ｐ
Ｒ
、
企
業
誘

致
、
農
業
経
営
、
危
機
管
理
の
各

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
起
用
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
で
、
行
政
の
透

明
性
が
図
ら
れ
、
ま
た
市
職
員
に

民
間
的
視
野
が
広
が
り
、
自
治
体

間
競
争
へ
の
意
識
づ
け
が
強
化
さ

れ
ま
し
た
。
動
け
る
市
役
所
改
革

へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
と
実

感
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

経
済
対
策
事
業
に
お
い
て
、
ど
の

自
治
体
に
も
負
け
な
い
国
の
予
算

の
大
量
獲
得
や
、
一
般
財
源
の
歳

出
抑
制
に
よ
る
財
政
調
整
基
金
等

の
大
幅
積
み
増
し
が
で
き
た
こ
と
、

ま
た
、
緑
川
・
浜
戸
川
左
岸
の
高

潮
対
策
の
堤
防
工
事
が
一
気
に
進

ん
だ
こ
と
な
ど
、
各
分
野
で
目
に

見
え
る
大
き
な
成
果
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

【
2
期
目
　

こ
れ
か
ら
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
‼
】

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
続
行
！
引
き
続
き

定
住
・
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る

た
め
、
市
民
の
満
足
度
の
高
さ
に

重
点
を
置
き
、
既
成
概
念
に
捉
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
施
策
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

○
行
政
改
革
・
意
識
改
革

　
市
の
職
員
の
民
間
感
覚
を
強
化

し
、
も
っ
と
動
け
る
市
役
所
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。
前
例
踏
襲
で

は
な
く
、
い
か
に
効
率
よ
く
、
予

算
の
持
ち
出
し
を
少
な
く
し
実
の

あ
る
事
業
を
行
え
る
か
、
を
柔
軟

な
発
想
で
追
及
し
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
国
や
県
の
情
報
、
地
域

か
ら
の
情
報
、
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
情
報
を
い
ち
早
く
収
集
し
、

行
動
を
起
こ
す
こ
と
の
で
き
る
職

員
の
〝
や
る
気
〟
が
鍵
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
自
分
の
仕
事
に
誇
り

を
持
ち
、
元
気
で
明
る
く
、
親
切

に
市
民
の
皆
さ
ま
に
対
応
で
き
る

職
員
の
育
成
も
大
切
で
す
。
も
っ

と
動
け
る
市
役
所
づ
く
り
の
た
め

に
、
引
き
続
き
市
役
所
の
改
革
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
市
民
の
声
を
大
切
に

　
私
は
、
施
策
の
ヒ
ン
ト
は
市
民

の
皆
さ
ま
と
の
対
話
の
中
に
あ
る

と
考
え
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
大
切
に

し
て
、
で
き
る
限
り
市
政
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
以
前
か
ら
そ
の
思
い
は
強
く

平
成
22
年
度
か
ら
「
市
民
ふ
れ
あ

い
座
談
会
」
や
「
市
長
と
気
軽
に

ラ
ン
チ
ト
ー
ク
」
な
ど
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
気
軽
に
お

申
し
込
み
い
た
だ
き
、
皆
さ
ま
の

声
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。
市
民

の
皆
さ
ま
の
声
を
大
切
に
、
皆
さ

ま
の
汗
を
無
駄
に
せ
ず
、
市
民
の

皆
さ
ま
が
中
心
の
『
市
民
総
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
』
を
目
指
し
ま
す
。

○
人
を
大
切
に
！ ま

ち
を
大
切
に
！

　
本
市
の
大
切
な
財
産
は
、
市
民

の
皆
さ
ま
、
お
一
人
お
ひ
と
り
で

す
。
皆
さ
ま
の
元
気
が
宇
土
市
を

つ
く
り
ま
す
。
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
「
子
ど
も
た

ち
の
笑
い
声
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」、

そ
し
て
本
市
の
礎
を
築
い
て
く
だ

さ
っ
た
高
齢
者
の
方
々
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
「
生
き
が
い
の
あ
る

ま
ち
」
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
大
切
な
生
命
、

財
産
を
守
る
た
め
、
防
災
や
交
通

事
故
防
止
対
策
な
ど
に
も
力
を
注

い
で
ま
い
り
ま
す
。

○
産
業
・
経
済
の
活
性
化

　
本
市
経
済
の
成
長
は
、
基
幹
産

業
で
あ
る
農
漁
業
の
発
展
こ
そ
が

原
動
力
で
す
。
農
漁
業
の
後
継
者

育
成
を
支
援
し
、
若
者
が
生
き
が

い
を
感
じ
る
経
営
基
盤
整
備
な
ど

農
漁
業
の
振
興
に
力
を
入
れ
ま

す
。
さ
ら
に
農
海
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
や
地
元
食
材
グ
ル
メ
開
発
な

ど
地
域
の
食
材
を
生
か
し
た
6
次

産
業
の
推
進
に
努
め
、
本
市
を
県

内
外
へ
ア
ピ
ー
ル
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
一
期
目
か
ら
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
拡
充
に
加
え
、
店
舗

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
等
の
創
設

に
よ
り
、
商
工
業
の
推
進
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
本
市
発
展

の
課
題
は
山
積
み
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が

ら
、
い
か
に
羽
ば
た
か
せ
る
か
は

宇
土
市
を
つ
く
る
私
た
ち
（
行
政

と
市
民
）
次
第
で
す
。
私
た
ち
の

働
き
よ
う
で
宇
土
市
は
変
わ
り
ま

す
。
自
分
に
厳
し
く
職
務
に
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成 26・5  （2） 



　4月21日、うとん交流館船場蔵屋敷で、「九州財務
局と宇土市の包括連携に関する協定」の締結式が
行われ、野島透九州財務局長と元松茂樹市長が協
定を交わしました。
　これは、九州財務局と宇土市がいっしょになって、
地域経済の活性化と市民生活の向上を目的とした施
策を展開していこうとするものです。お互いのネット
ワークを有効に活用して地域経済の活性化などに役
立てることも含む包括連携協定を結ぶのは全国で初
めてとなります。
　協定書では、地域経済の活性化、災害時の人的
支援、人材の育成、金融犯罪被害防止の注意喚起
や金銭教育等、広域のネットワークの形成の5項目
で連携することとしています。
　元松市長は、「まずは交流を深めながら、幅広い分野で連携し、地域経済の活性化にどう生かせるのかを協議し
ていきたい」と話しました。
問合せ先　企画課企画政策係☎㉒1111（内線2221）

 　4月15日、教育委員会は熊本日日新聞社と児童・
生徒の言語活動充実を図る「新聞活用に関する協
定」を結びました。県内の市町村で締結を結んだの
は13カ所目となります。
　このNIE（教育に新聞を）協定締結により、学校
は学級通信や学校だよりなどで新聞記事の二次使用
ができるようになるほか、新聞記事や写真を検索で
きるデータベースが利用しやすくなります。また、
熊日による児童・生徒への新聞全般についての授業
や教師向けの出前講座の実施も可能となります。
　教育委員会で行われた調印式では、木下博信教
育長（4月30日付退職）と松下純一郎熊日編集局長
が協定書に調印。木下教育長は、「子どもたちのコ

ミュニケーション能力、公徳心などが培われていくことを期待しています」と話しました。今後、新聞への関心が
高まり、作文など「書くこと」への抵抗がなくなったり、文章を要約する能力などが向上することが期待されます。
問合せ先　学校教育課学校教育係☎㉒６500

九州財務局と宇土市との包括連携協定締結式
～さらなる地域経済の活性化を目指して～

宇土市・熊日NIE協定調印式
～教育に新聞を～

左から野島九州財務局長、元松市長

左から松下熊日編集局長、木下教育長

（3）   平成 26・5



第１期市長マニフェストの達成状況を公表します！
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市長マニフェストの達成状況
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　「民生委員 ･児童委員」は、｢民生委員法｣ および ｢児童福祉法｣ に定められ、厚生労働大臣に委嘱されたボランティ
アとして、地域住民の立場に立って、皆さんの暮らしを支援する人です。すべての ｢民生委員｣ は ｢児童委員｣ を兼
ねており、子どもに関わる相談支援活動も行います。｢主任児童委員｣ という、主に子どもに関する支援活動を行う
委員もいます。

　地域の皆さんの相談相手です。子育てに関すること、高齢者の介護に関すること、健康 ･医療に関することなど、
生活の中で気になっていることがありましたら、お気軽にご相談ください。みなさんの心配ごとなどを解決するために
行政とのパイプ役や調整役を務めます。

　民生委員 ･児童委員には守秘義務があります。地域の皆さんから受けた相談内容の秘密を守ります。個人情報や
プライバシーの保護に配慮した支援活動を行います。

　「民生委員・児童委員の日　活動強化週間」は、民生委員・児童委員の存在や活動について、地域住民や関係機関・
団体等に正しく理解していただくために、また、住民や関係機関・団体との信頼関係を築き、連携を強固なものとし
ていく機会として推進しています。

問合せ先　福祉課福祉政策係☎㉒1111（内線2814）

平成 26 年度

民生委員・児童委員の日
活動強化週間 5月12日（月）～5月18日（日）

キャッチフレーズ

「広げよう　地域に根ざした　思いやり」

◇ 民生委員・児童委員をご存知ですか？◇

◇ お気軽にご相談ください◇

◇ あなたの相談内容の秘密を守ります◇

「どうしたらいいのかな？」
悩まずに民生委員・児童委員にご相談ください。

家庭教育シリーズ 55
小学生編

（低学年〜中学年）

いっしょに食事をするって、とても大切。
　子どもにとって、食事は身

から だ

体の健康だけでなく、心の成長にも深くかかわっています。家族いっしょに食事をす
ることによって、家族のふれあい、食事のマナーなど社会性を深めることにもつながります。できるだけ家族そろっ
ての食事を習慣にしましょう。また、食事をいっしょに「つくる」ことも大切です。自分で食事をつくることを通じて、
食材や調理方法について学ぶことができます。また、家族のために食事をつくる喜びや達成感を実感することがで
きます。いっしょに食事をつくっていっしょに食べることを通じ、食に関する知識や豊かな心をはぐくんでいきま
しょう。

（文部科学省「家庭教育手帳　小学生（低学年〜中学年）編」から抜粋）　問合せ先　生涯学習課☎㉒6510
“家族いっしょの食事を大切にする”

平成 26・5  （8） 



民生委員・児童委員連絡協議会　◎会長　山下　八郎    ○副会長　野村　敏子・山本　文市　

【宇土地区】

【緑川地区】

【網津地区】

【主任児童委員】

【網田地区】

【主任児童委員】

【走潟地区】

【轟地区】

【花園地区】

（任期：H25.12.1 〜 H28.11.30）

氏　　名 電　話 担　当　地　区
渡邊　　博 ☎㉒ ２２７３ 石小路・本町六・築籠二区

大橋　敏雄 ☎㉒ ５９７０ 船場・新町二・新町三・新町四・
宇土一番館

平野　博子 ☎㉓ ０４６７ 定府・新町一
小郷　幸治 ☎㉓ ０００８ 本町一・本町二・本町三
西村　純子 ☎㉒ ２５３８ 新小路・本町四・本町五
上野　惠子 ☎㉓ １１６０ 門内・南段原・芝光苑・照古苑

田尻　弘子 ☎㉒ １１４６ 一里木・一里木西・入地・入
地中央

前田　朝惠 ☎㉒ ５８８１ 古城
増田みなみ ☎㉓ ３０３６ 御領橋
野村　敏子 ☎㉒ ３２２６ 栄町・新町団地
江藤　久江 ☎㉒ ４０５３ 高柳町
矢野　靖夫 ☎㉒ １４８４ 浦田・北段原
田口　朝晶 ☎㉓ ３６９１ 築籠一区
松田マツ子 ☎㉒ ３３２８ 松原町・ケアプラザ
河野　秀子 ☎㉒ １５９０ 江部・綾織・旭団地
山内　孝夫 ☎㉒ ２１２７ 城之浦一区・駅前団地

中山惠美子 ☎㉓ ００３８ 城之浦二区・大坪団地・袋内
団地

福島　惠子 ☎㉓ ３５５３ 三拾町
野村　宏一 ☎㉒ ５９０１ 中野
今村　淳子 ☎㉒ １７７８ 松原団地・新松原・水町
大倉喜代美 ☎㉒ ４０８６ 入地団地
那須　　尚 ☎㉓ ５５４３ 入地ニュータウン
渡並　　勲 ☎㉓ ２４９８ 馬之瀬・大曲

氏　　名 電　話 担　当　地　区
中島扶美博 ☎㉒ ２７７０ 恵里・鶴見塚・伊津野
今村　　司 ☎㉓ ０３５３ 上新開・下新開
今田美代子 ☎㉓ ０３８８ 潟・辺田・城塚

氏　　名 電　話 担　当　地　区
上田美枝子 ☎㉕ ０１０４ 猪白・小舟・馬立・清辻
本道　紘一 ☎㉔ ３２１２ 割井川・馬門・平原
橘　　順子 ☎㉕ ０２３９ 本網津・潟・新川東・新川西
甲斐きみ子 ☎㉕ ０８５０ 旭・梅咲・直築

前川美智子 ☎㉕ ０９６６ 駅前・東中村・西中村・宇城
学園

山本　文市 ☎㉕ ０１３８ 笠岩・堤・三丁・小部田
奥村　智子 ☎㉕ ０７０６ 浜通・住吉・あんこ・長部田

在宅地 氏　　名 電　話 担　当　地　区
宇土 橘　　孝昭 ☎㉒ ０３７８ 宇土・轟・走潟 地区
宇土 中山　優子 ☎㉒ １８２３ 宇土・轟・走潟 地区
花園 安田　芳隆 ☎㉓ １０７７ 花園 地区
花園 那須与理子 ☎㉓ ０９６２ 花園 地区
緑川 長光　智法 ☎㉒ ０５９４ 緑川・網津・網田 地区
網田 浦本　晴美 ☎㉗ １５２６ 緑川・網津・網田 地区

氏　　名 電　話 担　当　地　区
園田　正弘 ☎㉗ １１００ 小池・長浜東・長浜中・笠瓜

田代　咏子 ☎㉗ ０００３ 長浜西の２・長浜西の１・
浦小松

宮迫　亮平 ☎㉗ ０６０８ 新地・田平・塩屋
柿下　君子 ☎㉗ １００２ 引の花・清水・東・宮の前

中園　久道 ☎㉗ １５５６ 堂園・寺登・上床・中登・
下戸田

田中　　堅 ☎㉗ ０８５０ 西原団地・西原・辺田目東・
辺田目西

村田　睦代 ☎㉗ １３７０ 古場田・米の口・古屋敷
村田　哲男 ☎㉗ ０３２３ 戸口東・戸口北・戸口本
堀　真ノ介 ☎㉗ ０６４１ 戸口横・戸口出
瀧口　　昇 ☎㉗ ０５１９ 平岩・赤瀬本村・赤瀬松山

氏　　名 電　話 担　当　地　区
渡邊はつみ ☎㉓ ５５９８ 三日・佐野
山下　八郎 ☎㉒ ４３３４ 上古閑・花園台
谷川　秀嗣 ☎㉓ １４０９ 曽畑
橋本　典子 ☎㉒ ３６１２ 布古閑・布古閑団地・岩熊
栗原　律子 ☎㉒ １２８０ 立岡・古保里・百合ヶ丘
本郷てるみ ☎㉓ ０８１７ 古保里
河野　久子 ☎㉒ ８０３８ 善道寺・境目町
上田　桂子 ☎㉓ ０６１５ 上松山
関　　輝明 ☎㉓ ０４８５ 上松山
後藤　英治 ☎㉒ ６１７８ 上松山
杉田千恵美 ☎㉓ ５０１６ 上松山
中山　正人 ☎㉓ ２９６８ 下松山
丹部　和子 ☎㉒ ５５４０ 境目団地一区・二区・三区・四区
岩﨑多慶子 ☎ ０８０(８５７３)３７７０ 五色坂・松山団地・柳迫

氏　　名 電　話 担　当　地　区
髙田　勝廣 ☎㉓ ３５５０ 東走・北走・平木
小山　喜一 ☎㉓ ２５４６ 南走上・南走下
重元　　公 ☎㉓ ２６２８ 三ヶ・西走上・西走下

氏　　名 電　話 担　当　地　区

岩﨑　國浩 ☎㉒ ３９３７ 伊無田・打越・栗崎・城・
神馬団地

西村　敬司 ☎㉓ ２４７９ 馬場・石橋
荒川ひさ子 ☎㉓ １８２０ 宮庄・椿原・飯塚
松久保和子 ☎㉓ １２７８ 神山・神原・三蔵・扇谷

民生委員・児童委員の皆さんです　　（敬称略）
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タウントピックス

満開の桜で春を感じる
第18回うと花園桜まつり

　4月6日、立岡自然公園でうと花園桜まつりが行われました。
今回で18回目を迎えた同まつりは、特産品販売コーナーなどに
県内外から多くの人が訪れました。
　ステージでは中華首藤さんが司会を務め楽しく進行する中、
ちびっこ太鼓、うとん行長しゃんキャラバン隊、田上成美さんや
POP SAURUSによるコンサート、アダチ宣伝社によるチンド
ン屋などが行われ、会場を盛り上げました。また、オープニン
グセレモニーではくまモンも登場し、くまモン体操を披露。子
どもから大人まで楽しいひとときを過ごしました。

希望を胸に、新生活がスタート
市内小中学校入学式

　4月8・9日、市内小・中学校の入学式が行われました（平成26年度の
新入生は小学校373人、中学校328人）。鶴城中学校では、272人の新一
年生が在校生や保護者が迎える体育館に入場。松本隆一校長が「当た
り前のことができる人は、信頼され愛される人間になります。人のた
めに働き、考える鶴城中生になってください」と式辞を述べると、新
入生を代表して青山日奈子さんが「実りのある学校生活となるよう、
夢や目標に向かって全力で進んでいきたい」と、誓いのことばを述べ
ました。
　また、緑川小学校では、18人の新一年生が緊張した様子で入場。担
任の先生が一人ひとりの名前を呼ぶと、「はい！」と元気いっぱいに
返事をしました。髙濱伸也校長が「あいさつをする、人の話をよく聞く、
車に気を付ける、この3つを守って楽しい学校生活を送ってください」
と式辞を述べ、6年生の今村泰斗くんが「わからないことがあったら何
でも聞いてください。楽しく過ごせるようにいっしょに頑張っていき
ましょう」と歓迎のことばを述べました。

新生活への大きな期待【鶴城中】

ピカピカの制服で入場【緑川小】

元気な声で「はい」の返事【緑川小】

花園幼稚園児がかわいいお遊戯を披露

地域を守る消防団
機能別団員　辞令交付式

　 4月1日、市庁舎で機能別消防団員の辞令交付式が行われ、
20人が新たに機能別消防団員として認定されました。
　式では、宮原雄一消防団長から一人ひとりに辞令書が交付さ
れ、元松茂樹市長が「これまでの経験を生かして、市民の生命・
財産を守り、さらには市消防団の規模拡大を目指して頑張って
ください」とあいさつしました。
　現在、市消防団では団員の多くがサラリーマンであり、平日
の昼間に火災等が発生した場合、出動できる団員が限られてい
ます。そこで、火災の初期消火等で活動していただく消防団や
消防署OBの機能別団員を導入しました。

よろしくお願いします

平成 26・5  （10） 
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故人の功績をたたえて
第51回ドゥルー祭
　4月14日、住吉自然公園にあるドゥルー碑の前で海苔の生態
を発見し、海苔養殖業に多大な功績があったキャスリーン・
メアリー・ドゥルー女史（故人・英国人）をたたえる記念祭が
行われ、地元漁協をはじめ県内外から関係者約150人が出席し
ました。住吉漁協の藤山義成組合長は「海苔の色落ちなど2年
続けての厳しい年になりましたが、来年こそはドゥルー祭で
大豊作という嬉しい報告ができるようにがんばりましょう」
とあいさつしました。
　また、今年は、イギリスのBBCラジオからも取材が来て、
賑やかなドゥルー祭となりました。

キャスリーン・メアリー・ドゥルー女史（1901 〜 1957）
　英国の海藻学者。昭和24年に海苔の糸状体を発見し、以来、わが国の海苔養殖業は、同女史の発見を土台とする
人工採苗技術の進展によって、今日の隆盛を見るに至っています。

海苔の救世主に感謝

洗練された職人の「技」
第15回宇土半島「和」の職人展
　4月16日から4月21日まで、宇土シティモールセンターコー
トで宇土市、宇城市の工芸家の作品を一堂に集めた宇土半島
「和」の職人展〜持って触れる工芸展〜が開催されました。
　これは、出品者で組織する同展実行委員会が宇土半島の中
で培われている「技」を紹介し、地場産業の活性化を図ろうと
毎年開催しているもので、今年で15回目です。
　宇土市からは、蒼土窯、工房青弥、龍神工房、小山本手打刃物、
のはらで染め物、陶、宇土張子、弥生竹工房、梅田健太郎、能面、
石井楽器店、沼田馬蹄鉄の作品が展示・販売されました。
　今回は新たに「手にとって触ってもらえる」展示コーナーが
設けられ、来場者は作品を手にし、職人の巧みな「技」に見入っ
ていました。

宇土の伝統工芸品がずらり

ポンプ使用説明会の後に実践です

地域を守る力
市消防団新入団員訓練
　4月20日、防災センターで市消防団新入団員訓練および消防
団員訓練が行われ約200人が参加しました。
　元松茂樹市長、宮原雄一消防団長がそれぞれ35人の新入団
員を激励。各分団の新部長、新班長、新入団員の代表に辞令
交付が行われ、新入団員の福島竜己さんが力強く宣誓しまし
た。
　その後、ポンプ使用説明および宇城広域連合北消防署員の
指導によるホースの取扱い方法、規律訓練等が行われ、新入
団員の皆さんはキビキビとした態度で訓練に臨みました。

（11）   平成 26・5
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春の全国交通安全運動週間
宇城地区合同出発式
　4月4日、宇土マリーナで春の交通安全運動宇城地区合同出
発式が開催されました。
　これは、4月6日〜 4月15日の春の全国交通安全出発式に併せ
て行われたもので、宇城地区の関係団体など約300人が参加し
ました。
　出発式では、交通安全功労者や優良運転者の表彰が行われ
た後、元松茂樹市長が「日頃からお世話になっていますが、こ
の期間中も悲惨な事故がなくなるようにご協力をお願いしま
す」とあいさつ。その後、市交通指導員・宮本廣美さんが代
表で交通安全宣言を行い、式終了後には警察車両・宇土市ほ
か自治体の広報車が啓発活動に出発しました。

出発式

焼き物の里を訪ね、みかんの花と御輿来海岸を楽しむ
ＪＲ九州春のウォーキング
　4月13日、網田駅をスタート、ゴールとして網田焼の窯跡な
どを巡るＪＲ九州ウォーキングが開催され、県内外から約150
人が参加しました。
　あいにくの雨でしたが、ＪＲ網田駅に到着した参加者は、
地元歩こう会のメンバーと交流しながらウォーキングを楽し
み、御輿来海岸を見渡す島山展望所では、戸口老人会が参加
者にアサリ貝のみそ汁やお茶などを振る舞ったほか、地元婦
人会が手作りおにぎりを販売しました。
　「道の駅」宇土マリーナおこしき館では、地元で採れた野菜
を無料でプレゼント。また網田駅では、地元名産品が当たる
抽選会が行われました。参加者たちは自然がいっぱいの網田
を満喫しました。

JR 網田駅から出発する参加者

地域みんなで守り抜こう
船場川クリーン作戦
　4月29日、船場川川岸のクリーン作戦が行われ、地域住民な
ど約800人が参加しました。これは、市内の各団体が加わる船
場川十年後委員会（丸目誠一委員長）の呼びかけで毎年、年に
2回行われているものです。
　地域住民のほかに鶴城中学校や宇土中学校、宇土高校の生
徒らが参加し、ごみ拾いや除草作業を行いました。また、宇
土ライオンズクラブが準備したＥＭぼかし団子を川へ投げ入
れました。
　参加者は「たくさんの人が参加していて、あっという間にき
れいになってよかった」と話していました。
　また、作業後には、船場川「蔵」の会からコーヒー、山崎製
パンからパンの提供がありました。

多くのみなさんのおかげできれいになりました

平成 26・5  （12） 
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 情報
く

コ ー ーナ

INFOMATION  NOW

らし

　
4
月
1
日
か
ら
消
費
税
率
が
改

定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、上
水
道
・

簡
易
水
道
料
金
お
よ
び
公
共
下
水

道
・
漁
業
集
落
排
水
使
用
料
金
に

係
る
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

を
5
％
か
ら
8
％
に
変
更
し
ま
す
。

改
定
時
期
は
、
平
成
26
年
6
月
請

求
分
（
5
月
検
針
分
）
か
ら
と
な

り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
料
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ

く
か
、
上
下
水
道
課
ま
で
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
上
下
水
道
課
水
道
係

消
費
税
率
改
定
に
伴
い
上
下
水
道

使
用
料
金
が
改
定
と
な
り
ま
す

・
下
水
道
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内

線
２
５
３
２
・
２
５
３
６
）

　「
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ダ
コ
」
は
、
そ

の
唾
液
に
強
力
な
神
経
毒
で
あ
る

テ
ト
ロ
ド
ト
キ
シ
ン
が
含
ま
れ
て

お
り
、食
べ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

噛
ま
れ
る
こ
と
で
呼
吸
困
難
に
つ

な
が
る
麻
痺
を
起
こ
す
と
さ
れ
る

危
険
な
水
産
動
物
で
す
。

　
体
長
は
、
10
㎝
ほ
ど
の
小
型
の

タ
コ
で
、
ほ
か
の
タ
コ
と
同
様
に

体
の
色
を
す
ば
や
く
変
化
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
、
周
囲
の
岩
や
海
藻

に
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
　
　

　
ま
た
、
刺
激
を
受
け
る
と
青
い

輪
や
線
の
模
様
の
あ
る
明
る
い
黄

色
に
変
化
し
ま
す
。

　
本
来
は
、
熱
帯
や
亜
熱
帯
に
生

息
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
は
、
温

暖
化
に
伴
う
海
水
温
の
上
昇
で
生

息
域
が
北
上
し
、
県
内
で
も
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
潮
干
狩
り
な
ど
の
海
で
の
レ

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ダ
コ
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
!!

ジ
ャ
ー
や
お
仕
事
を
さ
れ
る
方
は

十
分
ご
注
意
い
た
だ
き
、
発
見
し

た
場
合
は
、
絶
対
に
触
れ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
環
境
交
通
課
環
境
交

通
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
８

２
７
）

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
啓
発
活
動
重
点
目

　
宇
土
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

被
保
険
者
の
方
を
対
象
に
、
ご
家

庭
で
の
よ
り
良
い
生
活
の
支
援
の

た
め
、
健
康
づ
く
り
・
療
養
の
し

か
た
・
医
療
機
関
の
利
用
方
法
な

ど
に
つ
い
て
、相
談
や
情
報
提
供
・

ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
、

健
康
支
援
訪
問
指
導
事
業
（
訪
問

健
康
相
談
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

訪
問
指
導
の
際
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
の
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が
、

直
接
ご
自
宅
を
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
費
用
の
負
担
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉒

２
３
０
０
　
保
険
課
国
保
年
金
係

☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
１
６
４
）

　
市
役
所
で
は
、
省
エ
ネ
・
省
資

源
に
配
慮
し
、
軽
装
（
上
着
無
着

用
・
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
等
）
で
の
勤

務
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。
来
庁
さ

れ
る
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
総
務
課
人
事
係
☎
㉒

１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
３
・
２

２
１
８
）

6
月
1
日
は
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す

国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ

訪
問
健
康
相
談
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

５
月
7
日（
水
）～
10
月
31
日（
金
）

　エ
コ
・
ス
タ
イ
ル
期
間
中
で
す

標
を
「
み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の

世
紀
～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
～
」
と

定
め
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
人
権
は
、
人
が

人
と
し
て
幸
福
な
人
生
を
送
る
上

で
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分

だ
け
で
な
く
、
全
て
の
人
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々

が
お
互
い
に
人
権
を
守
る
こ
と
に

よ
っ
て
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
こ

と
が
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
、

未
来
へ
の
職
責
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
6
月
1
日
を
「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日

を
中
心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に

一
層
の
人
権
尊
重
思
想
の
啓
発
に

努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
4
月
1
日
現
在
、
市
に

は
次
の
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん

が
い
ま
す
。

村
上
暎
隆
（
本
町
4
丁
目
）

尾
﨑
牧
子
（
本
町
1
丁
目
）

白
石
育
代
（
古
保
里
町
）

山
本
多
美
男
（
野
鶴
町
）

藤
村
研
之
（
網
津
町
）

土
黒
る
い
子
（
走
潟
町
）

本
多
朋
隆
（
上
網
田
町
）

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
常
設
・
特

設
の
相
談
所
を
開
設
し
、
相
談
を

ヒョウモンダコ

お
受
け
し
て
い
ま
す
。
人
権
問
題

で
お
悩
み
の
方
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
法
務
局
宇
土
支
局
☎

㉒
０
３
２
０
　
総
務
課
行
政
係
☎

㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
２
）
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くらし
　

6
月
1
日
現
在
で
登
録
さ
れ
る

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

期
間
　

6
月
3
日
（
火
）
～
6
月

7
日
（
土
）

時
間
　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時縦
覧
場
所
・
問
合
せ
先
　
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
企
画

棟
2
階
）
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線

２
３
４
１
）

▼
用
水
開
始
日

　
6
月
20
日
（
金
）

▼
農
地
の
移
動

　
小
作
依
頼
、
返
還
な
ら
び
に
交

換
、
売
買
等
農
地
に
移
動
が
あ
っ

た
場
合
は
、
組
合
員
資
格
得
喪
通

知
書
（
移
動
届
）
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
届
出
が
な
い
場
合
は
、
従
来
通

り
賦
課
し
ま
す
。
ま
た
、
電
算
処

理
の
た
め
提
出
期
限
以
降
の
届
出

に
対
し
て
は
処
理
が
出
来
ま
せ
ん

の
で
、
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
農
地
の
転
用

　
農
地
を
宅
地
お
よ
び
そ
の
他
に

地
目
変
更
お
よ
び
公
共
事
業
に

よ
っ
て
国
、
県
、
市
な
ど
に
売
却

し
た
と
き
は
、
手
続
き
と
併
せ
て

決
済
金
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
提
出
期
限
　

5
月
20
日（
火
）

問
合
せ
先
　
宇
土
八
水
土
地
改
良

区
☎
㉒
０
２
２
３

　
7
月
19
日
任
期
満
了
に
伴
う
、

宇
土
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選

挙
が
7
月
6
日
（
日
）
に
執
行
予

定
で
す
。
立
候
補
予
定
者
の
説
明

会
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
時
　

6
月
10
日
（
火
）
午
後
2

時
～

場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
大
会

議
室

　
立
候
補
予
定
者
の
印
鑑
、
各
種

書
類
受
取
者
の
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

※
説
明
会
に
は
、
な
る
べ
く
2
人

以
内
の
出
席
で
お
願
い
し
ま
す
。

あ
な
た
の
選
挙
権
の
確
認
！

選
挙
人
名
簿
（
定
時
登
録
）
の
縦
覧

宇
土
八
水
土
地
改
良
区
か
ら

の
お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
に
係
る

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
行
い
ま
す

　
春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣

立
ち
し
た
ヒ
ナ
が
落
ち
て
い
て
も
、

必
ず
親
鳥
が
保
護
し
ま
す
の
で
拾

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
県
で
は
5
月
10
日
か
ら

の
1
カ
月
間
を
指
導
取
締
強
化
月

間
と
定
め
、
違
法
捕
獲
等
の
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
メ
ジ
ロ
の
愛
が
ん
飼
養

目
的
の
捕
獲
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣

の
乱
獲
を
助
長
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年
4
月
1

日
か
ら
、
新
た
な
捕
獲
の
許
可
は

し
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
既
に
飼
養
さ
れ
て
い
る
メ
ジ
ロ

に
つ
い
て
は
毎
年
期
間
を
更
新
す

る
こ
と
で
飼
養
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。

『
野
鳥
は
自
然
の
中
に
生
息
し
て

い
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
捕
獲

と
飼
養
は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
』

　
詳
し
く
は
、
問
合
せ
先
に
お
尋

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
・
指
導

取
締
強
化
月
間
で
す

ね
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
農
林
水
産
課
林
務
水

産
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
３

１
５
）　
宇
城
地
域
振
興
局
林
務

課
☎
㉜
０
６
２
８

問
合
せ
先
　
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
市
役
所
企
画
棟
2
階
）
☎

㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
３
４
１
）

♪ちょっと拝見♪あなたの街のお元気クラブ

問合せ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療法人社団　金森会　あさひコート☎㉓5211
福祉課介護高齢者支援係☎㉒1111（内線2151）　　  医療法人社団　小田会　景雅苑☎㉗1010

　今回は轟公民館「お元気クラブ」を紹介します。
　轟公民館では、毎月第1金曜日に開催しています。体操を指導するサポーターさんは、毎
回レクリエーションを工夫し、参加者の方を楽しませてくれます。また、男性参加者がハーモ
ニカを披露される時もあります。昔懐かしい曲に合わせてみんなで合唱し、穏やかで心地の
良い時間が過ぎていきます。元気で笑顔の素敵な女性参加者が多く、とても華やかです。
　開催場所など詳しくは、問合せ先までお尋ねください。

膝痛予防！これが体操の中で一番きつい～ ハーモニカに合わせてみんなで合唱♪

平成 26・5  （14） 
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年金事務所　年金相談
※年金相談は予約制です。

熊本東年金事務所の職員による出張相談を行っています。

■期日　5月15日（木）、6月5日（木）、6月19日（木）、7月3日（木）

　　　　※ 4月から第 1・第 3木曜日の 2回に変更になりました。

■時間　午前 10 時〜午後 3時

■場所　福祉センター 2階会議室

■申込み先　熊本東年金事務所お客様相談室☎ 096（367）2503

　年金機能強化法により、平成 26 年 4 月から国民年金制度が一部変更になりました。その一部をお知らせし
ます。

子のある夫にも遺族基礎年金が支給されるようになりました
　【これまでは】
　　　国民年金に加入していた方が亡くなった場合は、亡くなった方によって生計を維持されていた「子のあ
　　　る妻」または「子」に遺族基礎年金が支給されていました。
　【4月からは】
　　　国民年金に加入されていた妻が亡くなった場合に、「子のある夫」にも遺族基礎年金が支給されます。
　　　※ 4月 1日以後の死亡が対象となります。

未支給年金を受け取れる遺族の範囲が拡大されました
　【これまでは】
　　　未支給年金（亡くなった方が受け取れるはずであった未払いの年金）を受け取ることのできる遺族の範
　　　囲は、亡くなった方と生計を同じくしていた「配偶者、子、父母、孫、祖父母または兄弟姉妹」でした。
　【4月からは】
　　　これまでの遺族の範囲に加えて、「それ以外の 3親等内の親族（甥・姪、おじ・おば・子の配偶者など )」
　　　まで広がります。
　※ 4月 1日以後の死亡が対象となります。
＜新たに未支給年金を受け取れる遺族＞

　4月分からの年金額は、0.7％の引き下げが行われます。新たな年金額は、6月に日本年金機構から送付され
る年金額改定通知書でご確認ください。
◎老齢基礎年金額（満額の場合）
　≪平成 25 年 10 月から≫　　　　　　　　≪平成 26 年 4 月から≫
　年間 778,500 円（月額 64,875 円）　⇒　年間 772,800 円（月額 64,400 円）

1親等 子の配偶者、配偶者の父母
2親等 孫の配偶者、兄弟姉妹の配偶者、配偶者の兄弟姉妹、配偶者の祖父母

3親等 曽孫、曽祖父母、曽孫の配偶者、甥・姪、おじ・おば、甥・姪の配偶者、おじ・おばの配偶者、
配偶者の曽祖父母、配偶者の甥・姪、配偶者のおじ・おば

4 月分（6月支給分）から年金額が変わります

問合せ先　熊本東年金事務所お客様相談室☎096（367）2503　　　保険課国保年金係☎㉒1111　（内線2164・2167）　

知っておきたい

国 民 年 金

（15）   平成 26・5
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子育て世帯臨時特例給付金のご案内
　国は 4月からの消費税率引き上げに伴い、暫定的・臨時的な措置として「子育て世帯臨時特例給付金」を支給します。
申請先は、基準日（平成 2６ 年 1 月 1 日）において住民登録がされている市町村になります。宇土市での手続きは、平成
2６ 年度分市民税が確定する ６月中旬以降に開始する予定です。
※具体的な申請手続きの受付時期・方法などは、広報うと 6月号、ホームページなどでお知らせします。

子育て世帯臨時特例給付金とは？
　平成 2６ 年 1 月分の児童手当（特例給付を含む）の受給者であって、平成 25 年中の所得が児童手当の所得制限に満たな
い人に、児童 1人につき 1万円が支給されます。
　ただし、臨時福祉給付金支給対象者となっている場合は、対象外となります。

「子育て世帯臨時特例給付金」や「臨時福祉給付金」を装った
“振り込め詐欺 ”や “ 個人情報の詐欺 ”にご注意ください！

●市町村や厚生労働省などがATM（銀行・コンビニなどの現金自動支払機）の操作をお願いすること
　・給付金を支給するために手数料などの振り込みを求めることは、絶対にありません。
●ATMを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にできません。
●現時点で、住民の皆さまの世帯構成や銀行口座の番号などの個人情報を照会することは絶対にありません。
　ご自宅や職場などに市町村や厚生労働省（の職員）などをかたった電話がかかってきたり、郵便が届いたりしたら、
迷わず、最寄りの警察署（または警察相談専用電話♯ ９110）にご連絡ください。

子育て世帯臨時特例給付金・臨時福祉給付金に関する問合せ先
　厚生労働省相談窓口☎ 05７0（03７）1９2

問合せ先　子育て支援課子育て支援係☎㉒ 1111（内線 2813･2822）　

　
市
で
は
、
４
月
１
日
・
11
日
付

人
事
異
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
係

長
職
以
上
の
異
動
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
な
お
、
正
式
な
職
名
の
末
尾
に

つ
く
「
事
務
取
扱
」
は
省
略
し
て

い
ま
す
。
　
※（
　
　
）は
前
職
。

【
部
長
職
】　
　

▽
市
民
環
境
部
長
　
山
本
桂
樹

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
長
） 

▽
建
設
部
長
兼
上
下
水
道
事
業
建

設
部
長
　
下
鶴
治
久
（
上
下
水
道

事
業
建
設
部
首
席
審
議
員
兼
上
下

水
道
課
長
）

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
長

前
田
保
幸
（
首
席
審
議
員
兼
農
業

委
員
会
事
務
局
長
）

▽
首
席
審
議
員
兼
議
会
事
務
局
長

西
村
清
敬
（
総
務
部
付
首
席
審
議

員
上
天
草
・
宇
城
水
道
企
業
団
派
遣
） 

【
審
議
員
職
】　

▽
審
議
員
兼
総
務
部
総
務
課
長
　

中
川
玲
子
（
総
務
部
総
務
課
長
）

▽
審
議
員
兼
市
民
環
境
部
税
務
課

長
　
唯
勇
一
（
健
康
福
祉
部
子
育

て
支
援
課
長
）

▽
審
議
員
兼
網
田
支
所
長
　
村
田

裕
成
（
市
民
環
境
部
税
務
課
長
）

▽
審
議
員
兼
網
津
支
所
長
　
松
下

《
人
事
異
動
》

敏
親
（
経
済
部
地
籍
調
査
課
長
）

▽
審
議
員
兼
経
済
部
農
林
水
産
課

長
　
小
山
亨
（
経
済
部
農
林
水
産

課
長
）

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
審
議
員
兼

教
育
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
　
長

溝
常
義
（
教
育
委
員
会
事
務
局
教

育
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
）

▽
宇
土
市
会
計
管
理
者
兼
審
議
員

兼
会
計
課
長
　
中
熊
聡
（
総
務
部

付
審
議
員
宇
城
広
域
連
合
事
務
局

派
遣
）

▽
総
務
部
付
審
議
員
上
天
草
・
宇

城
水
道
企
業
団
派
遣
　
山
本
和
彦

（

企
画
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
） 

【
課
長
職
】　

▽
企
画
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

川
上
誠
志
（
企
画
部
企
画
課
長
補

佐
兼
企
画
政
策
係
長
）

▽
市
民
環
境
部
市
民
課
長
　
宮
下

喬
（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部

生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習

係
長
）

▽
市
民
環
境
部
環
境
交
通
課
長
　

島
村
彰
一
（
網
田
支
所
長
）

▽
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
長

小
山
郁
郎
（
総
務
部
総
務
課
長
補

佐
兼
人
事
係
長
）

▽
健
康
福
祉
部
健
康
づ
く
り
課
長

舩
田
元
司
（
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
部
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
学

校
教
育
係
長
）

▽
経
済
部
商
工
観
光
課
長
兼
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー
館
長
　
島
浦
勝
美

（

健
康
福
祉
部
健
康
づ
く
り
課
長
） 

▽
経
済
部
地
籍
調
査
課
長
　
廣
井

雅
一
（
経
済
部
地
籍
調
査
課
長
補

佐
兼
地
籍
係
長
）

▽
建
設
部
都
市
整
備
課
長
　
大
原

太
（
総
務
部
財
政
課
技
術
総
括
） 

▽
上
下
水
道
事
業
建
設
部
上
下
水

道
課
長
　
山
本
保
廣
（
総
務
部
財

政
課
長
補
佐
兼
契
約
管
財
係
長
） 

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長
　
沼
田

誠
（
建
設
部
都
市
整
備
課
長
補
佐

兼
地
域
整
備
係
長
）

▽
監
査
委
員
事
務
局
長
　
坂
本
純

至
（
経
済
部
商
工
観
光
課
長
兼
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
学

校
教
育
課
技
術
総
括
兼
施
設
係
長

堀
川
聡
（
建
設
部
都
市
整
備
課
長

補
佐
兼
建
築
住
宅
係
長
）

▽
教
育
委
員
会
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
所
長
　
西
岡
昇
（
市
民
環
境
部

市
民
課
長
）

▽
総
務
部
付
課
長
宇
城
広
域
連
合

事
務
局
派
遣
　
吉
澤
建
史
（
教
育

委
員
会
事
務
局
教
育
部
学
校
教
育

課
長
補
佐
兼
施
設
係
長
）

【
課
長
補
佐
職
】　

▽
網
津
支
所
長
補
佐
　
山
本
親
子

（
網
津
支
所
主
幹
）

▽
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
長

補
佐
兼
児
童
セ
ン
タ
ー
所
長
　
佐

伯
志
保
子
（
健
康
福
祉
部
子
育
て
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会
事
務
局
教
育
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
主
幹
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
）

▽
建
設
部
土
木
課
主
幹
　
中
山
好

美（
建
設
部
土
木
課
庶
務
係
参
事
） 

▽
建
設
部
土
木
課
主
幹
兼
管
理
建

設
係
長
　
岩
下
信
一
（
建
設
部
土

木
課
主
幹
）

▽
建
設
部
都
市
整
備
課
主
幹
兼
建

築
住
宅
係
長
　
甲
斐
裕
美
（
建
設

部
都
市
整
備
課
建
築
住
宅
係
参
事
） 

▽
建
設
部
都
市
整
備
課
主
幹
　
久

森
直
美
（
建
設
部
都
市
整
備
課
建

築
住
宅
係
参
事
）

▽
上
下
水
道
事
業
建
設
部
上
下
水

道
課
主
幹
兼
管
理
建
設
係
長
　
渡

邉
聡
（
上
下
水
道
事
業
建
設
部
上

下
水
道
課
主
幹
）

▽
会
計
課
主
幹
兼
会
計
係
長
　
野

田
恵
美
（
教
育
委
員
会
事
務
局
教

育
部
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
参

事
） 

▽
議
会
事
務
局
主
幹
兼
議
事
係
長

清
塘
啓
史
（
総
務
部
財
政
課
財
政

係
参
事
）

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
学

校
教
育
課
主
幹
兼
学
校
教
育
係
長

渡
辺
勇
一
（
議
会
事
務
局
主
幹
兼

議
事
係
長
）

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
学

校
教
育
課
主
幹
　
林
田
ひ
と
み

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
学

校
教
育
課
施
設
係
参
事
）

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
生

涯
学
習
課
主
幹
兼
生
涯
学
習
係
長

内
田
雅
之
（
市
民
環
境
部
税
務
課

課
税
係
参
事
）

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
主
幹
兼
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
長
　
中
熊
照
美
（
健
康
福

祉
部
福
祉
課
主
幹
兼
介
護
高
齢
者

支
援
係
長
）

▽
宇
土
幼
稚
園
主
任
教
諭
　
野
口

寿
子
（
宇
土
幼
稚
園
教
諭
）

▽
総
務
部
総
務
課
付
主
幹
熊
本
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣

薦
田
昌
臣
（
健
康
福
祉
部
福
祉
課

介
護
高
齢
者
支
援
係
参
事
）

【
３
月
31
日
付
退
職
】　

新
樹
秀
一
（
建
設
部
長
）

山
本
克
則
（
首
席
審
議
員
兼
議
会

事
務
局
長
）

本
田
浩
二
（
総
務
部
付
首
席
審
議

員
）

中
島
隆
一
（
審
議
員
兼
市
民
環
境

部
環
境
交
通
課
長
）

船
田
貞
明（
審
議
員
兼
網
津
支
所
長
） 

林
留
美
子
（
会
計
管
理
者
兼
審
議

員
兼
会
計
課
長
）

吉
村
順
吉
（
審
議
員
兼
監
査
委
員

事
務
局
長
）

中
山
麗
慈
（
教
育
委
員
会
審
議
員

兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

池
田
繁
子
（
教
育
委
員
会
花
園
幼

稚
園
長
）

米
村
信
也
（
審
議
員
兼
建
設
部
都

市
整
備
課
長
）

支
援
課
児
童
セ
ン
タ
ー
主
幹
）

▽
経
済
部
農
林
水
産
課
長
補
佐
兼

農
業
振
興
係
長
　
野
口
泰
正
（
経

済
部
農
林
水
産
課
主
幹
兼
農
業
振

興
係
長
）

▽
建
設
部
都
市
整
備
課
長
補
佐
兼

地
域
整
備
係
長
　
草
野
一
人
（
建

設
部
土
木
課
長
補
佐
兼
管
理
建
設

係
長
）

▽
上
下
水
道
事
業
建
設
部
上
下
水

道
課
長
補
佐
　
山
口
裕
一
（
上
下

水
道
事
業
建
設
部
上
下
水
道
課
長

補
佐
兼
管
理
建
設
係
長
）

▽
監
査
委
員
事
務
局
長
補
佐
兼
次

長
　
舟
田
武
弘
（
監
査
委
員
事
務

局
主
幹
兼
次
長
）

▽
教
育
委
員
会
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
所
長
補
佐
　
橋
本
五
月
（
教
育

委
員
会
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
幹
） 

▽
教
育
委
員
会
花
園
幼
稚
園
長
　

西
山
則
子
（
教
育
委
員
会
宇
土
幼

稚
園
主
任
教
諭
）

【
係
長
職
】　

▽
総
務
部
総
務
課
主
幹
兼
人
事
係

長
　
上
木
淳
司
（
総
務
部
総
務
課

人
事
係
参
事
）

▽
総
務
部
財
政
課
主
幹
　
北
谷
太

示（
総
務
部
財
政
課
財
政
係
参
事
） 

▽
総
務
部
財
政
課
主
幹
兼
契
約
管

財
係
長
　
宮
﨑
英
児
（
上
下
水
道

事
業
建
設
部
上
下
水
道
課
水
道
係

参
事
）

▽
企
画
部
企
画
課
主
幹
兼
企
画
政

策
係
長
　
光
井
正
吾
（
企
画
部
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
主
幹
兼
市
民
活

動
支
援
係
長
）

▽
企
画
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主

幹
兼
市
民
活
動
支
援
係
長
　
八
別

當
千
和
（
網
田
支
所
主
幹
）

▽
企
画
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主

幹
兼
情
報
支
援
係
長
　
加
藤
敬
一

郎
（
健
康
福
祉
部
保
険
課
主
幹
兼

国
保
年
金
係
長
）

▽
網
田
支
所
主
幹
　
島
浦
博
美

（
会
計
課
主
幹
兼
会
計
係
長
）

▽
健
康
福
祉
部
福
祉
課
主
幹
　
岩

崎
孝
也
（
市
民
環
境
部
環
境
交
通

課
環
境
交
通
係
参
事
）

▽
健
康
福
祉
部
福
祉
課
主
幹
兼
介

護
高
齢
者
支
援
係
長
　
満
潮
幸
揮

（
総
務
部
総
務
課
付
主
幹
熊
本
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
） 

▽
健
康
福
祉
部
福
祉
課
主
幹
　
柘

植
さ
や
子
（
健
康
福
祉
部
福
祉
課

介
護
高
齢
者
支
援
係
参
事
）

▽
健
康
福
祉
部
保
険
課
主
幹
兼
国

保
年
金
係
長
　
東
顕
（
健
康
福
祉

部
保
険
課
国
保
年
金
係
参
事
）

▽
健
康
福
祉
部
保
険
課
主
幹
　
久

多
見
さ
と
み
（
健
康
福
祉
部
保
険

課
国
保
年
金
係
参
事
）

▽
経
済
部
農
林
水
産
課
主
幹
　
松

本
啓
介
（
経
済
部
農
林
水
産
課
農

業
振
興
係
参
事
）

▽
経
済
部
地
籍
調
査
課
主
幹
兼
地

籍
係
長
　
上
村
修
二
（
教
育
委
員

　　　　　　　　　　　　　公共工事等入札結果の公表    （単位：円）

入札
月日 件　　　　　名 予定価格（税込）落札金額（税込） 落札業者 指名

業者数 工　　　期

３.１４

住吉中学校敷地災害防除石積補強工事 ３０,９４９,０００ ２９,９７０,０００ グリーン工業㈱ １３ ２６.３.２５〜2６.７.３１
建道・扇谷線改良工事 ３０,４２６,０００ ２９,２６８,０００ ㈱光栄工業　宇土営業所 １３ ２６.３.２５〜２６.８.２５
汚水43号三拾町枝線管渠築造工事 １０,８１０,０００ １０,４２２,０００ ㈲西村建設 １５ ２６.３.２５〜２６.７.３１
上新開川改修工事 ４,８０８,０００ ４,６１１,６００ ㈱ロッケン ９ ２６.３.２５〜２６.６.２３

４.２
宮庄地区配水管拡張工事（3工区） ８,１５９,０００ ７,９８１,２００ ㈲西山水道 １１ ２６.４.１０〜２６.７.８
宮庄地区配水管拡張工事（4工区） ５,５３１,０００ ５,２９２,０００ ㈱吉田組 １１ ２６.４.１０〜２６.７.８

　予定価格（建設工事のみ）および入札の経緯などについては、財政課で閲覧することができます。
　問合せ先　財政課契約管財係☎㉒ 1111（内線 2232）

（17）   平成 26・5



くらし

　市では、廃食用油とインクカートリッジの拠点回収を行っています。それぞれの処分方法と回収場所を紹介しま
す。
１　廃食用油
①廃食用油とは
　廃食用油とはてんぷらや揚げ物等に利用された後の油のことです。
②回収場所　
　本庁・網津支所・網田支所の 3カ所です。
③出し方
　専用コンテナ（網津・網田の各支所は集積かご）が設置されていますので、常時出すことができます。廃食
用油はボトル（ペットボトル等も可）に入れ、収集箱に入れて出してください。また、食用油以外のものは回
収しません。
※集めた廃食用油は、バイオ燃料として再利用されています。

2　インクカートリッジ
①インクカートリッジとは
　家庭用インクジェットプリンターに使用されるインクカートリッジのことです。
②回収場所
　本庁・網津支所・網田支所・図書館・市民体育館の 5カ所です。
③出し方
　専用収集箱（右図参照）を設置しています。使用済みのインクカートリッジをそのまま収集
箱に入れて出してください。
※回収されたインクカートリッジはリサイクルされています。

　正しく分別することで、ごみではなく、資源として再利用できるようになります。市民の皆さ
んのご協力をお願いします。

資源（廃食用油・インクカートリッジ）の回収方法

問合せ先　環境交通課環境交通係☎㉒ 1111（内線 2821）

環境 シリーズ Vol.2

◆資源として出せるものは資源ごみに ！！
　缶類やビン類を燃えないごみに出していることが見受けられます。また、燃えるごみにペットボトルを出し
ていることがあります。アルミ缶、スチール缶、ペットボトル、空きビンは資源ごみです。燃えないごみとし
て出さずに、毎月第 1水曜日に行われる資源ごみ回収のときに、各地区資源ごみ置場のコンテナ等に出してく
ださい。
【注意】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　さびた空き缶や割れたビンはリサイクルできませんので、燃えないごみとして出してください。

　4月７日、市グラウンド・ゴルフ協会の加藤二六一会長が市役所を訪れ、ホー
ルインワン1回につき100円を募金する「ホールインワン基金」から5万円を寄
贈しました。寄附金はスポーツ振興基金に積み立てられます。

▼気軽に始められるグラウンド・ゴルフ
　グラウンド・ゴルフは、専用のクラブとボールを使って、ホールポストに
入れるまでの打数を競うスポーツです。ルールが簡単で、子どもから高齢者
まで手軽に楽しめるスポーツとあって、愛好者は年々増え続けています。
　市内でも約400人の市グラウンド・ゴルフ協会会員がプレーを楽しんでしま
す。
▼心身の健康づくりにも
　プレーを通じ、年齢や性別に関わらず、無理のない健康づくり、体力づくりにつながるのもグラウンド・ゴル
フの大きな魅力です。また、支部ごとの行われる試合や練習が地域の貴重なコミュニケーションの場となってい
ます。
　このように交流が広がり、仲間づくりや閉じこもり防止などの効果があり、グラウンド・ゴルフは、身体の健
康だけでなく心の健康づくりにもつながっています。

ホールインワン基金を寄贈

加藤会長から元松市長へ

平成 26・5  （18） 



募集・催し
　「
つ
な
が
り
隊
」
は
、
地
域
で

見
守
る
事
の
大
切
さ
を
学
び
、
住

み
よ
い
宇
土
市
を
め
ざ
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
は
、
災
害
時
に
備

え
た
地
域
づ
く
り
と
し
て
、
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
話
や
市
の

防
災
に
対
す
る
取
り
組
み
の
報
告

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
日
常
的
な

災
害
に
対
す
る
備
え
や
災
害
発
生

後
に
地
域
で
で
き
る
こ
と
を
皆
さ

ん
で
い
っ
し
ょ
に
学
び
、
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
参
加
費
は
無
料
で

事
前
申
込
み
の
必
要
も
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時
　

6
月
4
日
（
水
）
午
後
2

時
～
午
後
3
時
30
分

※
受
付
は
午
後
1
時
30
分
～

場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
大
会

議
室

研
修
内
容

○
『
災
害
時
に
備
え
た
地
域
づ
く

り
（
仮
）』
講
師
：
熊
本
県
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長
　
江
口

俊
治
氏

平
成
26
年
度「
つ
な
が
り
隊
」

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
！

参
加
者
募
集
！

○
宇
土
市
の
防
災
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て

主
催
　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
宇
土
市

共
催
　
市
社
会
福
祉
協
議
会

問
合
せ
先
　
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
㉔
１
５
５
５
　
福
祉
課

介
護
高
齢
者
支
援
係
☎
㉒
１
１
１

１
（
内
線
２
１
５
１
）

募
集
・
催
し

募
集
・
催
し

　
人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国

税
局
で
は
、
税
務
職
員
採
用
試
験

の
受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
税
務
職
員
採
用
試
験
に
合
格
し

採
用
さ
れ
る
と
、
全
員
が
税
務
大

学
校
に
入
校
し
、
1
年
間
、
税
務

職
員
と
し
て
必
要
な
専
門
知
識
を

修
得
す
る
た
め
の
研
修
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
税
務
署
に
配
属
さ
れ
、

国
税
の
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

受
験
資
格
　
高
校
卒
業
見
込
み
の

方
お
よ
び
高
校
卒
業
後
3
年
を
経

過
し
て
い
な
い
方

試
験
の
程
度
　
高
校
卒
業
程
度

申
込
方
法
お
よ
び
申
込
受
付
期
間

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

み
※
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の

日
時
　

6
月
6
日
（
金
）
午
後
1

時
～
午
後
3
時
30
分

場
所
　
市
民
会
館
2
階
大
会
議
室

講
演
　「
成
年
後
見
制
度
っ
て
何

　
あ
じ
さ
い
の
湯
の
館
内
に
咲
く

約
2
5
0
本
の
あ
じ
さ
い
の
花
も

見
頃
と
な
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

あ
じ
さ
い
の
湯
も
今
年
で
、
20
年

目
を
迎
え
る
事
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
も
皆
さ
ま
の
日
頃
の
ご
愛
顧

の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。

　
毎
年
恒
例
の
あ
じ
さ
い
祭
り
で

は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
も
皆
さ
ま

と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
い
一
日
を
過

ご
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
ご
来
館

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　

日
時
　

6
月
13
日
（
金
）
午
前
11

時
～

催
し
　
日
本
舞
踊
・
カ
ラ
オ
ケ
・

演
劇
等
予
定

※
終
了
後
は
、
抽
選
会
も
あ
り
ま

す
。

問
合
せ
先
　
宇
土
市
健
康
福
祉
館

あ
じ
さ
い
の
湯
☎
㉔
３
４
５
６

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
城
で
は
、
新

卒
者
の
募
集
・
採
用
を
予
定
さ
れ

て
い
る
事
業
所
を
対
象
に
、
求
人

の
取
扱
い
や
採
用
選
考
な
ど
に
関

す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
　

な
お
、
今
年
度
よ
り
開
催
場
所
が

熊
本
市
内
へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

日
時
　

6
月
11
日
（
水
）
午
後
2

時
～
午
後
4
時
※
受
付
は
午
後
１

時
30
分
～

場
所
　
市
民
会
館
崇
城
大
学
ホ
ー

税
務
職
員
採
用
試
験
受
験
者

募
集

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

あ
じ
さ
い
祭
り
を
開
催
し
ま
す

平
成
27
年
3
月
新
規
学
校
卒

業
者
求
人
受
理
説
明
会
を
開

催
し
ま
す

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス
（http://

w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

）
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
申
込
期
間
：
6
月
23
日
（
月
） 

～
7
月
2
日
（
水
）
※
受
信
有
効

②
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
る
申
込

み
※
申
込
用
紙
は
、
人
事
院
九
州

事
務
局
、
熊
本
国
税
局
お
よ
び
最

寄
り
の
税
務
署
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。
申
込
期
間
：
6
月
23
日

（
月
）
～
6
月
26
日
（
木
）
※
通

信
日
付
印
有
効

※
申
込
方
法
に
よ
り
、
受
付
期
間

が
異
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

第
一
次
試
験
　

9
月
7
日
（
日
）

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
人
事
院
九

州
事
務
局
☎
０
９
２
（
４
３
１
）

７
７
３
３
　
熊
本
国
税
局
人
事
第

二
課
試
験
研
修
係
☎
０
９
６
（
３

５
４
）
６
１
７
１
（
内
線
２
０
７

２
）　
宇
土
税
務
署
☎
㉒
０
４
１

０
※
自
動
音
声
案
内
「
2
」
番
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

で
す
か
？
」（
N
P
O
法
人
高
齢

者
・
障
害
者
成
年
後
見
安
心
サ

ポ
ー
ト
熊
本
理
事
村
上
泰
幸
氏
）

質
疑
　「
日
頃
懸
念
さ
れ
て
お
ら

れ
る
事
柄
に
講
師
が
明
確
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
」

主
催
者
　
宇
城
地
域
精
神
障
害
者

家
族
会

後
援
　
宇
城
保
健
所
、
宇
城
市
、

宇
土
市
、
美
里
町
、
宇
城
地
域
管

内
社
会
福
祉
協
議
会
、
宇
城
管
内

精
神
科
病
院
、
宇
城
市
障
が
い
者

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
、
宇
城
地
域

障
害
者
難
病
連
合
会
、
う
き
同
志

会問
合
せ
先
　
宇
城
地
域
精
神
障
害

者
家
族
会
☎
㉜
５
９
４
８

ル
（
熊
本
市
）

問
合
せ
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
城

☎
㉜
８
６
０
９
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募集・催し
　
市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
で
は
、

平
成
26
年
度
全
国
子
ど
も
会
安
全

共
済
会
加
入
の
申
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
・

地
域
行
事
な
ど
、
子
ど
も
会
の
活

動
を
安
心
し
て
行
う
た
め
に
、
ぜ

ひ
安
全
共
済
会
に
加
入
し
ま
し
ょ

う
。

　
対
象
は
、
4
月
1
日
現
在
、
満

3
歳
児
以
上
の
方
で
、
加
入
に
あ

た
っ
て
1
人
あ
た
り
５
２
０
円
が

必
要
で
す
。

問
合
せ
先
　
市
子
ど
も
会
連
絡
協

議
会
事
務
局
（
中
央
公
民
館
内
）

☎
㉒
０
３
２
５

子
ど
も
会
活
動
を
安
心
し
て
行
う

た
め
に
共
済
に
入
り
ま
せ
ん
か

　ハングル（韓国）語の簡単な単
語や会話、挨拶の言葉を学びたい。
　そんな方のための、入門講座で
す。

期　日　7月〜 12 月　
　　　　（毎月第 1・4木曜日）
時　間　午後 7時〜午後 8時 30 分
回　数　12 回
定　員　15 人
受講料　2,000 円
講　師　モトムラ・ヨンスン
場　所　教育委員会 1階会議室
その他　テキスト代等は別途必要

　囲碁で楽しく頭の体操をしませ
んか。老若男女問わず、初心者向
けの入門コースです。女性の方も
歓迎です。

期　日　7月〜 10 月　
　　　　（毎週水曜日）
時　間　午前 10 時〜正午
回　数　15 回
定　員　10 人
受講料　3,000 円
講　師　松尾　逸郎
場　所　教育委員会 1階会議室

　今年の夏まつりは浴衣を着てみ
ませんか。ひとりで浴衣を着られ
るよう基本から楽しく学びましょ
う。
　　
期　日　6月 25 日 ・7 月 2 日 ・9 日
時　間　午後 7時 30 分〜午後 9時
回　数　3回
定　員　10 人
受講料　600 円
講　師　永田　千鶴子
場　所　中央公民館大広間

　赤ちゃんと笑顔でスキンシップ !
　ベビーマッサージを習得しま
しょう。おじいちゃん、おばあちゃ
ん、大人一人でも受講できます。

期　日　7月 21 日 ・25 日 ・31 日 ・
　　　　　　　　8 月 5 日
時　間　午前 10 時〜正午
回　数　4回
定　員　10 人
受講料　800 円
講　師　成松　美佳
場　所　教育委員会 1階会議室
　　　　中央公民館
材料費　1,000 円（全 4回分）

　日常会話をはじめ、いろいろ
な場面を想定して英会話の練習
を行います。ALT の先生といっ
しょに英会話を楽しみましょう。
Welcome！

期　日　6月〜 12 月　
　　　　（毎月 2・4水曜日）
時　間　午後 1時 30 分〜午後 3時
回　数　12 回
定　員　15 人
受講料　無料
講　師　ALT講師
場　所　教育委員会 1階会議室
その他　テキスト代等は別途必要

　スマホ・タブレットをこれから
始めようと思われる方、基本的な
操作や機能について学んでみませ
んか。端末機器はこちらで準備し
ます。

期　日　7月 28 日・29 日・8月 1日
時　間　午後 1時 30 分〜午後 3時
回　数　3回
定　員　15 人
受講料　無料
講　師　携帯電話事業者講師
場　所　教育委員会 1階会議室

　IT 操作や日常生活での身体の疲れを、かんたんで身
近にできる解消法を学んでみませんか。

期　日　7月 3日 ・7 日 ・10 日 ・14 日 ・17 日
時　間　午前 10 時 30 分〜午前 11 時 30 分
回　数　5回
定　員　15 人
受講料　1,000 円
講　師　三沢　礼子
場　所　中央公民館

はじめてのハングル語講座 「囲碁」入門コース

あなたの生涯学習を応援します
平成 26年度宇土市生涯学習講座（前期）　受講生募集

浴衣着付け講座 ベビーマッサージ講座

ウェルカム！英会話講座

はじめての
スマホ・タブレット講座

リフレッシュボディケア講座
～「かんたん」心と体をリフレッシュ～ 　生涯学習講座は、生涯にわたって文化向上、

健康増進、豊かな心の育成をめざすとともに、

市民の皆さまのふれあいに

よる楽しい学びの場です。

　いっしょに楽しく学んで

みませんか。

昨年の様子
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募集・催し

【講座申込要領】
募集期間　5 月 21 日（水）〜 6 月 6 日（金）※当日消印有効 
申込資格　市内在住か勤務している方 
申込方法　郵便ハガキに次の事項を記入のうえ申込みください。複数の講座申込みも可能ですが、各講座の曜
　　　　　日や時間を確認のうえ申込みください。 

①「生涯学習講座申込」②申込講座名　③氏名（ふりがな明記）④性別　⑤年齢　⑥住所　⑦電
話番号　⑧ FAX 番号 

…【注意事項】  
（１）応募については原則として先着順としますが、初講者を優先します。
　　 なお、応募者が定員に満たないときは、開講しない場合がありますのでご了承ください。

（2）開催場所や日程が都合により変更する場合がありますのでご了承ください。
（3）受講の可否については、申込者全員に通知します。
（4）講座の内容については、入門・初歩レベルです。
申込み・問合せ先　生涯学習課生涯学習係☎㉒６510　〒869-0433　宇土市新小路町95番地
※中央高齢者大学に関する問合せ先　中央公民館☎㉒ 0325

　バリエーションあふれる巻き寿司
（でこまき） を作ってみませんか。
初めての方も必ず巻ける入門編で
す。

期　日　9 月 5 日
時　間　午前 10 時〜午後 1 時
回　数　1 回
定　員　18 人
受講料　200 円
講　師　早田　雅美
材料代　2,000 円
場　所　保健センター調理室

　初心者向けの基本的な小筆をつ
かった、かな書道を皆さんと楽し
く学んでみませんか。

期　日　7 月〜 11 月
　　　　（毎月第 1・3・5 水曜日）
時　間　午後 1 時 30 分〜
　　　　午後 3 時 30 分
回　数　12 回
定　員　12 人
受講料　2,000 円
講　師　山下　静雨（玉枝）
場　所　教育委員会 1 階会議室
教材費　2,000 円程度（道具持参で
　　　　も可）

　健康で明るく生きがいのある生
活を送るため、文化 ・ 経済 ・ 歴史 ・
人権教育 ・ 環境教育 ・ 視察研修等
楽しく学びましょう。

期　日　6 月〜 1 月（月 1 回）
回　数　8 回
定　員　80 人
講　師　研修内容で変わります。
その他　研修内容で自己負担が発
　　　  生します。
問合せ先　中央公民館☎㉒ 0325

　“身近な器におもてなし”
　野の花や庭の花を活けたり、寄せ
植えをして、季節を楽しみましょう。
　
期　日　7月〜12月（毎月第2火曜日）
時　間　午前 9 時 30 分〜
　　　　午前 11 時 30 分
回　数　6 回
定　員　15 人
受講料　無料
講　師　堀川　弘子
　　　　（社会教育指導員）
場　所　教育委員会 1 階会議室
材料代　500 円

　楽しく作れて、食べておいしい、
家族を笑顔にできるレシピで学ん
でみませんか。

期　日　8 月〜 11 月
　　　　（毎月第 2 土曜日）
時　間　午前 9 時〜正午
回　数　4 回
定　員　20 人
受講料　800 円
講　師　平田　亜紀　（野菜ソムリ
　　　　エ・くまもとふるさと食
　　　　の名人）
材料代　3,000 円（全 4 回分）
場　所　保健センター調理室
　　　　中央公民館調理室

飾り巻き寿司講座かな書道講座

中央高齢者大学 ガーデン・エコ・
フラワー講座

野菜ソムリエによる
お手軽クッキング講座

　
4
月
に
「
あ
じ
さ
い
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
方
か
ら
の
出
品
が
あ

り
ま
し
た
。
6
月
9
日
～
１５
日
ま

で
の
1
週
間
、
次
の
場
所
で
展
示

を
行
い
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
6
月
8
日
に
住
吉
自
然

公
園
で
開
催
す
る
「
紫
陽
花
マ
ン

ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
（
午
後
1
時
）
で
、
表
彰

式
と
作
品
の
展
示
（
鉢
植
え
）
を

行
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
併
せ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
　

【
展
示
場
所
】

○
鉢
植
え
の
部 

： 

船
場
橋
周
辺

○
ス
ポ
ッ
ト
の
部
： 

網
田
駅
構
内

（
１
２
０
株
）、西
安
寺（
松
原
町

１
５
０
株
）
な
ど
。
詳
し
く
は
鉢

植
え
の
部
展
示
会
場
に
掲
示
し
ま

す
。

問
合
せ
先
　
商
工
観
光
課
商
工
観

光
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
２

０
９
）

あ
じ
さ
い
コ
ン
テ
ス
ト
の

　
　
　
　展
示
を
行
い
ま
す

鉢植えの部
展示会場

船場橋

本
町
通
り
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募集・催し

御輿来（おこしき）サンセットウォーキング　　5月 １7 日（土）開催

開催日時　5月 1７ 日（土）午後 4時 40 分集合　７時解散（予定）
集合場所　車の方…網田市民グラウンド駐車場　
　　　　　ＪＲ、バスの方…ＪＲ網田駅
　　　　　（それぞれ別ルートで景勝の地へ歩きます（約 20 分））
参 加 費　無料（保険には入りませんので各自怪我のないようご注意ください）
防寒対策は万全にお願いします（現地は風が吹いて寒く感じます）
※雨天中止（小雨の場合は当日正午に決定し、HPに掲載）

日本の「渚 １00 選」「夕陽 １00 選」に選ばれている御輿来海岸。
干潟景勝の地から見るその景色はまさに宇土の宝物。

ところが干潟景勝の地へは道幅が狭く分かりにくいために行ったことがない方も多いそうです。
今年は 5月 1７ 日（土）に開催しますので、この機会にぜひ訪れてみては。
日の入りと干潮が重なる日ですので素敵な景色が広がることでしょう。

フォークデュオ0-tumn（オータム）によるミニコンサートや貝汁の無料配布（100 杯限定）もありますよ！！
問合せ先　市観光物産協会事務局（商工観光課内）☎㉒ 1111（内線 232６）

　
毎
回
好
評
の
「
よ
み
が
え
る
小

西
行
長
公
」
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
は
、
九
州
の
キ
リ
シ
タ

ン
遺
跡
や
韓
国
か
ら
み
た
行
長
像

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
ま

た
、
会
場
で
は
今
年
3
月
に
刊
行

し
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
料
に
見
る

小
西
行
長
・
ジ
ュ
リ
ア
お
た
あ
特

集
号
」
も
販
売
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　

6
月
7
日
（
土
）
午
後
1

時
半
～

場
所
　
市
民
会
館
大
会
議
室
※
入

場
無
料

講
演
①
　「
九
州
の
キ
リ
シ
タ
ン

遺
跡
か
ら
熊
本
を
み
る
（
仮
）」

別
府
大
学
教
授
　
田
中
裕
介
さ
ん

講
演
②
　「
韓
国
か
ら
み
た
小
西

行
長
像
（
仮
）」
福
岡
女
学
院
大

学
教
授
　
佐
島
顕
子
さ
ん

問
合
せ
先
　
文
化
課
文
化
係
☎
㉓

０
１
５
６

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
か
ら
移

行
し
た
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

資
格
を
取
得
し
て
、
介
護
施
設
や

病
院
等
で
の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

講
義
・
演
習
（
1
3
0
時
間
程
度
） 

お
よ
び
介
護
施
設
の
職
場
体
験
が

あ
り
ま
す
。

期
間
　

7
月
1
日
（
火
）
～
8
月

29
日
（
金
）
の
う
ち
30
日
間

定
員
　
20
人

場
所
　
ニ
チ
イ
学
館
松
橋
教
室

※
受
講
料
無
料

申
込
締
切
　

6
月
17
日
（
火
）

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
公
益
社
団

法
人
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
☎
０
９
６（
３
１
２
） 

３
３
１
０

「
よ
み
が
え
る
小
西
行
長
公
」

講
演
会
・
第
7
弾
を
開
催
!

55
歳
か
ら
の
雇
用
・
就
業
支

援
講
習
の
受
講
生
募
集

4
月
号
掲
載
記
事
の
追
加
説
明

　
広
報
う
と
4
月
号
の
P
20
「
グ

ロ
ー
バ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
ド
リ
ー
ム
事

業
団
員
募
集
」
の
記
事
で
、
誤
解

を
招
く
表
現
が
あ
り
ま
し
た
。
小

学
5
・
6
年
、
中
学
生
の
皆
さ
ん

は
、
参
加
費
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
県
く
ら
し
の
安

全
推
進
課
☎
０
９
６
（
３
３
３
）

２
２
９
４
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

平成 26・5  （22） 



募集・催し

身 近 な 行 政 相 談
日時　５月２８日(水)・６月１１日(水)　午前１０時〜午後３時
場所　福祉センター ２階　会議室
相談員　行政相談委員
相談内容　国の行政機関などに対する意見、苦情など
問合せ先　総務課行政係☎㉒１１１１（内線２２１２）

人 権 相 談
日時　６月６日(金)　午後1時〜午後4時
場所　福祉センター 2階　会議室
相談員　人権擁護委員
相談内容　人権問題、家庭問題など

※上記以外にも月〜金曜日（祝日除く）、
　法務局宇土支局で相談に応じています。

問合せ先　法務局宇土支局☎㉒０３２０
　　　　　　　　　総務課行政係☎㉒１１１１（内線２２１２）

司法書士無料相談
日時　５月２２日(木）　午後１時〜午後４時
　　　（受付時間は午後３時３０分まで）
　　　※電話相談はできません。　
場所　市役所別館１階　市消費生活センター
その他　午後１時から３０分単位での電話予約となります。
　　　　受付順６人までとします。
問合せ先　商工観光課商工観光係☎㉒１１１１（内線２２０９）

消費生活センター
日時　月・火・水・金曜日(祝日の場合は休み）
　　　午前１０時〜午後４時
場所　市役所別館１階　市消費生活センター
相談方法　直接来られるか、電話相談も可。
問合せ先　☎㉒１１１１（内線２３２３）

秘密は厳守します 無料相談

5月は消費者月間
「つながろう消費者
～安全・安心なくらしのために～」

　消費生活センターでは、消費生活に関する問題や多
重債務のお悩みなど、専門の知識を持った相談員がお
受けしています。
　開設は木曜日を除く平日の午前10時から午後4時ま
でです。
　電話での相談もお受けしていますので、困ったこと・
心配なことがありましたらお気軽にご相談ください。
問合せ先　消費生活センター☎㉒1111（内線2323）
※消費生活センターは市役所裏（福祉センター正面）
　の別館1階にあります。

消費生活センターだより

2014 〜有明海の汐風とともに〜
第 23回紫陽花マンドリンコンサート開催
　県下屈指のアジサイの名所である住吉自然公園
には、市花のアジサイが約2千株植栽され、開花
時期には、多くの花見客で賑わいます。この時期
にあわせて、花と音のイベント「紫陽花マンドリン
コンサート」を開催しますので、皆さまお誘い合
わせのうえ、是非ご来場ください。
日　　時　６月8日（日）　午後1時～午後3時（予定）
場　　所　住吉自然公園（雨天時：市民会館）
出演団体（予定）　熊本マンドリン協会／熊本大学
マンドリンクラブ／ 網津保育園／鶴城中学校合唱部
／ 住吉中学校文化部／不知火中学校マンドリン部
同時開催イベント　午前11時～午後4時
宇土市特産品販売／紫陽花の押し花教室／紫陽
花の挿し芽教室
主　　催　市観光物産協会
共　　催　宇土市
後　　援　市商工会
問合せ先　市観光物産協会事務局（商工観光課内）
　　　　　 ☎㉒1111（内線232６）

▼
募
集
職
種
・
人
員
・
条
件
等

職
種
　
一
般
事
務
員

勤
務
先
　
子
育
て
支
援
課

募
集
人
員
　

1
人

職
務
内
容
　
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
事
業
事
務

資
格
　
な
し

報
酬
　

1
時
間
７
１
５
円

任
用
期
間
　

6
月
1
日
～
12
月
26

日勤
務
時
間
　
月
～
金
曜
日
、
午
前

8
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分
の
う

ち
指
定
す
る
時
間
（
週
28
時
間
以

内
の
勤
務
）

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

社
会
保
険
等
　
雇
用
保
険
有

▼
申
込
手
続
き

募
集
期
限
　

5
月
23
日
（
金
）
※

当
日
必
着

申
込
方
法
　
写
真
貼
付
の
履
歴
書

を
持
参
ま
た
は
郵
送
で
、
子
育
て

支
援
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。
写

真
の
添
付
漏
れ
、
電
話
番
号
等
の

記
入
漏
れ
が
無
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

▼
注
意
事
項
　
今
回
の
募
集
に
よ

る
任
用
は
、
正
規
職
員
の
任
用
に

い
か
な
る
優
先
権
を
得
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支

援
課
子
育
て
支
援
係
☎
㉒
１
１
１

１
（
内
線
２
８
１
３
）
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市民のひろば

市民の
ひろば

　
7
月
27
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る

第
4
回
温
亭
顕
彰
俳
句
大
会
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

投
句 

2
句
1
組
（
1
0
0
0
円
）

雑
詠
（
一
人
何
組
で
も
可
、
た
だ

し
未
発
表
作
品
に
限
る
）

締
切
　

6
月
20
日
（
金
）
必
着

※
申
込
方
法
な
ど
は
問
合
せ
先
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

投
句
・
問
合
せ
先
　
中
上
ひ
ろ
し

（
本
町
1
丁
目
11
番
地
）
☎
㉓
２

８
０
３

　
4
月
1
日
、県
立
宇
土
中
学
校
・

宇
土
高
校
正
門
前
の
市
道
で
、
宇

土
ハ
ッ
ス
ル
会
の
会
員
ら
に
よ
る

歩
道
部
分
の
警
告
ラ
イ
ン
の
引
き

直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
横
断
歩
道
は
通
学
時
に
多

く
の
児
童
・
生
徒
ら
が
利
用
し
、

道
も
狭
く
交
通
量
も
多
い
こ
と
か

ら
、
同
会
で
は
通
学
時
間
帯
に
交

通
誘
導
を
実
施
す
る
ほ
か
、
段
差

の
あ
る
歩
道
部
分
の
警
告
ラ
イ
ン

の
引
き
直
し
を
毎
年
実
施
し
て
い

て
、
今
回
は
新
入
生
の
入
学
前
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん

は
、「
１
年
生
は
緊
張
し
て
い
る

の
で
、
色
彩
で
も
注
意
喚
起
し
た

い
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め

に
頑
張
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

第
4
回
温
亭
顕
彰
俳
句

　
　大
会
作
品
投
句
募
集

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
願
っ
て

　
3
月
16
日
、
走
潟
地
区
体
育
館

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
親
善
大
会
結
果

　
3
月
23
日
、
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

場
で
宇
土
花
見
競
射
会
が
開
催
さ

れ
、
35
人
が
参
加
し
、
多
く
の
選

手
が
今
年
の
デ
ビ
ュ
ー
戦
を
飾
り

ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

10
ｍ
ｗ
C
P
キ
ャ
デ
ッ
ト
の
部

優
勝
　
藤
田
叶
夢（
網
津
小
2
年
）

30
ｍ
ｗ
C
P
キ
ャ
デ
ッ
ト
の
部

優
勝
　
藤
田
莉
沙（
住
吉
中
1
年
）

C
P
成
年
の
部

優
勝
　
瀬
口
明
親
（
菊
池
市
）

2
位
　
藤
田
佳
久
（
宇
土
市
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
協
会
）

3
位
　
小
壁
昭
一
（
熊
本
市
）

　
3
月
30
日
、
県
立
総
合
体
育
館

で
県
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
お
よ
び
全
日
本
選
手
権
予
選
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
優
勝

者
は
6
月
6
日
～
7
日
に
行
わ
れ

る
全
日
本
大
会
に
県
の
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
す
。
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

ダ
ブ
ル
ス
戦

　
フ
リ
ー
男
子
　

　
優
勝
　
今
村
彰
宏
・
渡
辺
未
来

　
シ
ニ
ア
男
子
　

　
優
勝
　
竹
下
善
一
・
坂
井
匠

　
シ
ニ
ア
女
子
　

　
2
位
　
今
村
敏
子
・
竹
下
信
子

シ
ン
グ
ル
ス
戦

　
シ
ニ
ア
男
子
　

　
2
位
　
竹
下
善
一

　
熊
本
を
拠
点
に
九
州
各
地
で
活

躍
し
て
い
る
〝
グ
ル
ー
プ
『
葦
』〟

に
よ
る
古
楽
器
を
使
っ
た
演
奏
会

で
す
。
17
世
紀
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

時
代
の
イ
タ
リ
ア
を
感
じ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
　

5
月
31
日
（
土
）
午
後
2

時
30
分
～
午
後
3
時
15
分（
予
定
）

会
場
　
市
民
会
館
2
階
大
会
議
室

入
場
料
　

1
0
0
0
円
（「
宇
土

の
文
化
を
考
え
る
市
民
の
会
」
会

員
は
無
料
。
当
日
入
会
の
場
合
も

無
料
）

問
合
せ
先
　
N
P
O
法
人
宇
土
の

　
3
月
16
日
、
市
民
体
育
館
で
第

43
回
中
山
杯
争
奪
ミ
ニ
バ
レ
ー
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

Ａ
ク
ラ
ス
　

　
優
勝
　
μ
〈
ミ
ュ
ー
〉

　
2
位
　
サ
イ
エ
ン
ス

　
3
位
　
レ
ジ
ェ
ン
ド

　
下
位
優
勝
　
ナ
デ
シ
コ
キ
ャ
プ

　
　
　
　
　
　 

チ
ュ
ー
ド

Ｂ
ク
ラ
ス
　

　
優
勝
　
チ
ェ
リ
ー

　
2
位
　
花
花

　
3
位
　
エ
ン
ジ
ョ
イ

　
下
位
優
勝
　
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ

Ｃ
ク
ラ
ス
　

　
優
勝
　
Ｓ
・
Ｔ
・
Ａ

　
2
位
　

J
O
K
E
R
S
（
ジ
ョ

　
　
　
　
ウ
カ
ー
ズ
）

　
3
位
　
バ
ル
セ
ロ
ナ

　
下
位
優
勝
　
ア
ロ
ー
ズ
ス
タ
ー
☆

Ｄ
ク
ラ
ス
　

　
優
勝
　
イ
ー
グ
ル
K

　
2
位
　
ぶ
れ
ん
ど

　
3
位
　
ス
ウ
ィ
ー
テ
ィ
ー
B

　
下
位
優
勝
　

F
I
V
E
 F
O
X

宇
土
花
見
競
射
会

大
会
結
果

熊
本
県
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
選

手
権
大
会
・
全
日
本
選
手
権

予
選
結
果

♪
中
世
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
調
べ
♪

第
43
回
中
山
杯
ミ
ニ
バ
レ
ー

大
会
結
果

で
市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
親
善
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

ラ
リ
ー
戦
　
優
勝
　
ひ
ま
わ
り（
栗

屋
憲
保
、
中
村
洋
、
近
藤
く
み
子
、

村
田
節
子
、
小
山
伊
津
子
、
伊
藤

ツ
ル
子
）

団
体
戦
　
優
勝
　
ひ
ま
わ
り
（
栗

屋
憲
保
、
中
村
洋
、
近
藤
く
み
子
、

村
田
節
子
、
小
山
伊
津
子
、
伊
藤

ツ
ル
子
）

作業に取り組む宇土ハッスル会の皆さん

文
化
を
考
え
る
市
民
の
会
☎
㉒
0

1
8
8
（
市
民
会
館
）
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市民のひろば

日
時
　
第
1
・
3
土
曜
日
　
午
後

0
時
30
分
～
午
後
1
時
30
分

場
所
　
カ
フ
ェ
木
里
（
松
山
町
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
カ
フ
ェ
木
里
☎
㉒
３

３
３
８

日
時
　

6
月
22
日（
日
）午
前
9
時

場
所
　
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

参
加
資
格
　
市
内
在
住
（
学
生
は

除
く
）
お
よ
び
県
内
在
住
（
市
内

小
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
）

参
加
料
　
５
０
０
円

申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

電
話
番
号
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
㉓
３
８
４

７
）
で
送
付
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　

6
月
15
日
（
日
）
午

後
5
時

問
合
せ
先
　
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
事
務
局
・
竹
下
☎
０
９
０
（
３

６
０
６
）
９
１
２
２

日
時
　

6
月
8
日
（
日
）
午
前
8

時
～
ア
ウ
ト
・
イ
ン
同
時
ス
タ
ー
ト

場
所
　
チ
ェ
リ
ー
ゴ
ル
フ
宇
土
コ

ー
ス
（
花
園
町
）
☎
㉒
２
２
０
０

料
金
　
ビ
ジ
タ
ー
：
７
０
０
０
円
、

メ
ン
バ
ー
：
メ
ン
バ
ー
料
金
（
食

事
、
飲
み
物
付
）

参
加
料
　
２
５
０
０
円
（
チ
ャ
リ

テ
ィ
５
０
０
円
含
む
）

参
加
資
格
　
市
内
在
住
ま
た
は
市

内
に
勤
務
し
て
い
る
方

定
員
　
30
組
（
１
２
０
人
）
予
定

申
込
期
間
　

5
月
15
日
（
木
）
～

5
月
30
日
（
金
）
※
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

オ
カ
リ
ナ
教
室
（
初
心
者
向

け
）
受
講
生
募
集

県
民
体
育
祭
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

選
手
権
選
考
会
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
春
季
宇
土
市
民

チ
ャ
リ
テ
イ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
参

加
者
募
集

　
市
で
は
宇
土
城
主
で
キ
リ
シ
タ

ン
大
名
で
あ
っ
た
小
西
行
長
に
つ

い
て
の
再
認
識
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
歴
史
懇
話
会
で
は
行
長
と
対

局
的
に
語
ら
れ
る
加
藤
清
正
に
つ

い
て
知
る
こ
と
も
大
事
で
は
な
い

か
と
考
え
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
熊
本
市
広
報
に
連
載
さ
れ
た

原
稿
の
執
筆
者
で
、
加
藤
清
正
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
る
大
浪
さ
ん

に
お
願
い
し
て
加
藤
清
正
像
の
実

像
に
せ
ま
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
か
な
か
宇
土
で
は
聞
け
な

い
話
で
す
の
で
、
多
く
の
方
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
当
会
は
こ
の
よ
う
な
講
演

会
を
は
じ
め
と
し
て
会
員
の
研
究

発
表
や
歴
史
的
遺
産
な
ど
に
つ
い

て
の
積
極
的
な
調
査
な
ど
も
行
う

歴
史
サ
ー
ク
ル
で
す
。
2
カ
月
に

1
回
奇
数
月
に
開
催
し
て
い
ま
す

の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時
　

5
月
24
日
（
土
）
記
念
講

演
（
一
般
公
開
）
午
後
2
時
～

場
所
　
市
民
会
館
第
3
会
議
室

参
加
費
　
資
料
代
１
０
０
円
、
会

員
と
し
て
登
録
さ
れ
る
方
は
年
間

２
０
０
０
円

講
演
　
大
浪
和
弥
（
元
熊
本
市
立

あ
な
た
も
聞
き
に
来
ま
せ
ん
か
？

「
平
成
26
年
度
宇
土
歴
史
懇
話
会

総
会
記
念
講
演
会
」

熊
本
博
物
館
・
現
延
岡
市
内
藤
記

念
館
学
芸
員
）「
加
藤
清
正
の
実
像
」

問
合
せ
先
　
宮
崎
☎
０
９
０
（
６

６
３
６
）
６
６
９
４

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
持
参
で
申
込

み
く
だ
さ
い
（
電
話
で
の
申
込
み

は
不
可
）。

問
合
せ
先
　
市
体
育
協
会
（
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
内
：
松
岡
）
☎
㉓
２

６
４
２
　
F
A
X
㉓
１
０
０
２

　
次
の
方
か
ら
善
意
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。　
　
　
　
　
　 

　（
敬
称
略
）

善

　意

善

　意

♥

♥

　
こ
の
た
び
、
大
原
榮
一
さ
ん
が

旭
日
単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

大
原
さ
ん
は
、
昭
和
31
年
か
ら
約

30
年
間
、
市
職
員
と
し
て
豊
富
な

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

旭
日
単
光
章
を
受
章

ね
る
て
い
輝

ね
る
て
い
輝

ね
る
て
い
輝

行
政
経
験
を
も
っ
て
地
方
自
治
の

発
展
に
貢
献
し
、
網
田
支
所
長
、

市
民
課
長
な
ど
を
歴
任
。
退
職
後
、

高
潔
な
人
柄
と
地
方
行
政
に
お
け

る
豊
富
な
経
験
を
買
わ
れ
、
昭
和

61
年
に
市
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、

3
期
12
年
に
わ
た
り
、
議
員
を
務

め
地
方
自
治
発
展
に
寄
与
し
ま
し

た
。
議
員
時
代
は
、
市
議
会
副
議

長
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
委
員

長
、
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
等

を
歴
任
さ
れ
、
高
い
政
治
信
念
を

持
っ
て
市
の
福
祉
の
向
上
と
市
民

生
活
環
境
の
充
実
に
貢
献
。

　
ま
た
、
昭
和
60
年
代
か
ら
網
田

戸
口
町
に
あ
る
風
光
明
媚
な
小
高

い
山
に
「
島
山
」
循
環
道
路
の
整

備
全
般
に
尽
力
し
、
そ
の
結
果
現

在
で
は
、
島
山
か
ら
望
む
日
本
の

渚
百
選
の
一
つ
「
御
輿
来
海
岸
」

は
、
干
潟
景
勝
地
と
し
て
全
国
に

名
が
知
れ
る
ほ
ど
有
名
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
整
備

の
功
績
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
、

地
域
の
活
性
化
に
多
大
に
寄
与
さ

れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
の
受
章

と
な
り
ま
し
た
。

　
大
原
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
表

彰
を
し
て
い
た
だ
い
て
、
た
だ
あ

り
が
た
い
。
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

こ
の
よ
う
な
章
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
と
受
章
の
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。

大原榮一さん（戸口町）

市
立
図
書
館
へ

▽
本
多
胃
腸
科
内
科
医
院
（
本
多

武
彦
院
長
）

　
血
圧
計

▲

本
多
武
彦
院
長
か
ら
、
市
民
の
健

康
づ
く
り
推
進
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
本
を
読
ん
だ

後
の
心
が
落
ち
着
い
た
と
き
に
、
気

軽
に
測
っ
て
、
健
康
管
理
や
受
診
の

き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
と
の

こ
と
で
す
。
な
お
、
血
圧
計
は
2
階

一
般
図
書
室
に
設
置
し
て
あ
り
ま

す
。
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市民のひろば

　
市
社
協
に
次
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
、
寄
附
が
あ
り
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
（
敬
省
略
）。

▽
松
　
原
　
町
　
陳
内
　
純
子

　
亡
　
母
　
海
　
子
　（
七
五
）

▽
一
里
木
町
　
坂
本
　
洋
子

　
亡
　
母
　
チ
サ
子
　（
九
五
）

▽
花
　
園
　
町
　
坂
口
　
千
秋

　
亡
　
妻
　
真
由
美
　（
五
九
）

▽
古
　
城
　
町
　
岡
本
　
逸
子

　
亡
　
夫
　
守
　
夫
　（
七
六
）

▽
岩
古
曽
町
　
中
原
　
幸
子

　
亡
母
　
野
口
マ
ツ
エ
（
九
〇
）

▽
三
　
拾
　
町
　
福
島
　
勝
義

　
亡
　
妻
　
ま
り
子
　（
六
三
）

▽
走
　
潟
　
町
　
小
山
　
扶
桑

　
亡
　
妻
　
勢
　
子
　（
七
七
）

▽
網
　
津
　
町
　
橋
本
つ
や
子

　
亡
　
夫
　
　
昭
　
　（
六
五
）

▽
入
　
地
　
町
　
𠮷𠮷
津
　
節
子

　
亡
　
夫
　
靜
　
男
　（
八
五
）

▽
船
　
場
　
町
　
藤
竹
香
代
子

　
亡
　
母
　
テ
　
ル
　（
九
六
）

▽
馬
之
瀬
町
　
小
原
紀
美
子

　
亡
養
父
　
一
　
男
　（
七
五
）

▽
松
　
原
　
町
　
川
嶋
　
一
敏

　
亡
　
母
　
米
　
子
　（
八
六
）

▽
熊
本
市
北
区
楡
木
　
冨
原
　
孝
行

　
亡
　
母
　
ナ
ツ
エ
　（
八
九
）

▽
新
　
開
　
町
　
中
山
　
芳
子

　
亡
　
夫
　
芳
　
弘
　（
七
二
）

▽
住
　
吉
　
町
　
白
井
　
利
光

　
亡
義
母
　
キ
　
ミ
　（
八
六
）

▽
三
　
拾
　
町
　
本
郷
セ
イ
子

　
亡
　
夫
　
正
　
春
　（
八
二
）

▽
赤
　
瀬
　
町
　
田
口
フ
ジ
エ

　
亡
　
夫
　
　
博
　
　（
八
九
）

▽
神
　
馬
　
町
　
櫛
山
マ
サ
子

　
亡
　
夫
　
忠
　
則
　（
八
八
）

▽
栄
　
　
　
町
　
佐
伯
　
富
子

　
亡
　
夫
　
英
　
行
　（
七
八
）

▽
熊
本
市
中
央
区
神
水
　
山
川
真
一
郎

　
亡
祖
母
　
大
久
保
マ
サ
エ

　（
九
二
）

▽
下
網
田
町
　
永
尾
セ
イ
子

　
亡
　
夫
　
誠
一
郎
　（
七
七
）

▽
定
　
府
　
町
　
古
山
　
弘
行

　
亡
　
母
　
冨
士
子
　（
九
三
）

▽
網
　
津
　
町
　
坂
口
　
義
市

　
亡
　
父
　
義
　
春
　（
八
四
）

▽
三
　
拾
　
町
　
蒲
生
　
静
子

　
亡
　
夫
　
光
　
男
　（
七
四
）

▽
住
　
吉
　
町
　
清
田
　
和
憲

　
亡
　
母
　
ク
ニ
子
　（
九
五
）

▽
松
　
山
　
町
　
髙
橋
　
和
子

　
亡
　
母
　
武
内
き
よ
　（
九
五
）

▽
走
　
潟
　
町
　
杉
内
マ
サ
子

　
亡
　
夫
　
一
　
喜
　（
九
〇
）

▽
熊
本
市
南
区
白
石
町
　
山
形
　
陽
子

　
亡
母
　
田
代
フ
ミ
子
（
八
一
）

▽
松
　
山
　
町
　
西
山
　
清
一

　
亡
　
母
　
シ
ツ
コ
　（
九
四
）

▽
岩
古
曽
町
　
澁
谷
　
謙
二

　
亡
　
妻
　
わ
か
子
　（
六
〇
）

▽
新
　
開
　
町
　
澤
田
　
敏
明

　
亡
伯
母
　
ミ
ツ
エ
　（
九
四
）

　
市
社
協
へ
の
ご
寄
附
は
、

確
定
申
告
等
に
よ
っ
て
、
所

得
税
法
（
第
７８
条
）
お
よ
び

地
方
税
法
（
第
３７
条
）
の
「
寄

附
金
控
除
」
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
※
４
月
15
日

受
付
分
ま
で
を
掲
載
）

香
典
返
し

香
典
返
し

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥
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♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥
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♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥
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お仕事は？ 
㈱熊本 LPG センターで働いていま
す。松下貴臣さん（城塚町）の紹
介で入社しました。
自分の長所、短所は？ 
長所：ご飯をいっぱい食べれるところ
短所：てれっとしているところ
趣味は？ 
ゴルフ、釣り
今、一番やりたいことは？ 
ダイエット！マイナス 15㎏！
将来の夢は？
実家の味千ラーメン佐野店をもっと
繁盛させること！
理想のタイプは？
松雪泰子

「伝えたい一言」とその相手は？
佐野区、曼陀羅Japan、商工会青
年部、第二分団のみなさん　これ
からもよろしくお願いします。
次は誰を？
新原拓也さんを

河原一輝さん
（花園町）

Ｑ．
Ａ．

Ｑ．
Ａ．

Ｑ．
Ａ．
Ｑ．
Ａ．
Ｑ．
Ａ．

Ｑ．
Ａ．
Ｑ．
Ａ．

Ｑ．
Ａ．

■　ＧＬＰ（グローバルリーダー育成プロジェクト）英国研修
　3月 17 日〜 26 日までの 10 日間、宇土中を卒業した宇土高校新入生 24 人がイギリス研修に参加しました。生徒たちは、イ
ギリスの一般家庭にホームステイし、大英博物館やウェストミンスター寺院などの観光名所はもちろんのこと、ケンブリッジ
大学、グリニッジ天文台など個人旅行ではなかなか行かない施設の見学もしました。英語での意思疎通ができるか緊張しなが
らのホームステイでしたが、どの家庭でも温かく迎えていただいたおかげで日が経つにつれて英語が聞き取れるようになり、
身振り手振りを交えながら積極的に英語で会話しました。参加した生徒からは、「自分の英語が相手に伝わった時の快感は今
でも忘れられない」「英国には英国の良さがあったし、日本にも日本の良さがあることが分かった」「日本では学べないたくさ
んのことを学び、将来の視野が大きく広がった」などの声が聞かれました。この貴重な体験を生かして充実した高校生活を送
り、グローバルに活躍する人材になることを期待しています。

バッキンガム宮殿 サイエンスフェスティバル パブリックスクールのハロウ校

熊本県立宇土高等学校
〒869－0454　宇土市古城町63
☎㉒0043　FAX㉒4753
ＨＰ http://www.higo.ed.jp/sh/utohs
mail  uto-h@pref.kumamoto.lg.jp
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図 書 館
下記以外にもたくさんの新刊が入っています。
図書館ホームページにも掲載していますのでご覧ください。

休館日：毎週木曜日、祝日、年末年始休館、特別整理期間

「じぞっ子」

一 般 書

スペードの3 朝井　リョウ 著

上野池之端鱗や繁盛期 西篠　奈加 著

満願 米澤　穂信 著

仮面同窓会 雫井　脩介 著

ワンナイト 大島　真寿美 著

児　童　書

はなかっぱとひのかっぱ あきやま　ただし 著

まるごと日本の世界遺産（世の中への扉） 増田　明代 著

世界の名言大辞典　－英語でふれる77人のことば－ 弓狩　匡純 著

石を抱くエイリアン 濱野　京子 著

どんぐり エドワード・ギブス 作

中高生向け（ヤングアダルトコーナー）　
2階一般室に設けています

思い出をレスキューせよ！　－“記憶をつなぐ”被災地の紙本・書籍保存修復士－ 堀米　薫 著

アイスプラネット 椎名　誠 著

世界の女性問題　3　政治、仕事、ジェンダー 関橋　眞理 著

記号とマーク・クイズ図鑑 村越　愛策 著

日　時　毎週水曜日午後4時～・土曜日午後2時～
場　所　市立図書館1階　児童図書室

-幼児・小学生のおはなし会-えほんのじかん

日　時　毎月第 2･ 第 4 火曜日　午前 10 時 30 分～（約 20 分）
場　所　市立図書館1階　児童図書室

らっこのじかん - 0・1・2 歳児のおはなし会-

―環境関連図書・パネルコーナー―
　６月5日は環境の日です。図書館では環境月間にちなみ、環
境に関する図書・パネルの展示をおこないます。みなさんも
豊かな自然を守り育ててゆくために環境について考えてみま
せんか？
　○展示期間　６月1日～ ６月30日
　○展示場所　市立図書館2階　一般図書室・1階児童室
　　　　　　　特設コーナー

　市立図書館では読み聞かせやおはなし会のできる人材を
育成するための講座を開講します。興味や関心のある方は
ぜひご参加ください。
≪初心者向け　全2回≫
対　象　市内に在住で講座終了後市内各地域で活動できる方
内　容　絵本の選び方・読み方・プログラムの立て方など
講座日　６月10日（火）、６月13日（金）
時　間　午後2時～午後4時
講　師　高野　和佳子（絵本とおはなしの店ぺぺぺぺらん）
場　所　市立図書館1階郷土資料室
定　員　20人程度※先着順
◎参加費　無料　　　　　　　　　
◎募集締切　６月3日（火）
◎申込み・問合せ先　市立図書館

☆ 6月は環境月間☆

おはなしボランティア講座　参加者募集！

問合せ先　市立図書館☎㉒4512　　ホームページ http://www.uto-lib.jp/　

子育て中のお母さんあつまれ！

つどいの広場　子育て講座
５月のつどいの広場は、「ベビーマッサージ」を行います。
気軽に参加してください。
日　時　5月28日（水）　午前10時30分～正午
場　所　児童センター  つどいの広場サンサン　
講　師　ロイヤルセラピスト協会認定講師　小山麻美さん
内　容　「ベビーマッサージについて（お話と実技）」
対象者　乳児（0歳3カ月児～ 1歳0カ月児）と保護者約15組
　　　　※ベビーマッサージ前24時間以内で予防接種を　
　　　　　受ける予定の方はお控えください。
持ってくる物　バスタオル2枚、タオル2枚
参加費　無料
　 　　  ※ 参加希望の方は前日までに必ず予約してください。
　 　　  ※ 駐車場は市役所裏駐車場を利用してください。
問合せ先　つどいの広場☎㉒2408　　
　　　　　　　　　　　子育て支援課子育て支援係☎㉒1111（内線2813） 

わんぱく広場　（水の科学館）
くまもとのおいしい水のひみつを見にいこう！
期日　６月15日（日）
行き先　水の科学館（熊本市）
集合解散場所・時間　市内の小学生の皆さんに気軽に参
加してもらうようにバスが、網田農協を出発し、旧網津
農協支所、旧緑川農協支所を経由します。

対象者と募集人数　小学生・1６人
持ってくる物　弁当・水筒・着替え・お菓子（適量）・帽子・
　　　　　 　 タオル・水着
交通手段　市のマイクロバス使用
受付期間　６月７日（土）午前９時～ ６月8日（日）正午
受付方法　児童センターの窓口で受け付けます。電話で
　　　　　の受け付けはできません。※応募多数の場合
　　　　　は抽選
申込み・問合せ先　児童センター☎㉓3303

場　　所 出発時間 解散予定時間
網田農協 午前 9 時　　  午後 3 時 20 分
旧網津農協 午前 9 時 15 分 午後 3 時 15 分
旧緑川農協 午前 9 時 20 分 午後 3 時 10 分
児童センター 午前 9 時 30 分 午後 3 時

児童センター
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HEALTH

37,919 人 （+ 40人）

18,195 人 （+ 21人）

19,724 人 （+ 19人）

14,513 世帯（＋64世帯）

（　）内は前月比

平成
26 年 1 月1 日から 平成26 年 4 月 30 日まで

発生件数 58 件（+ 9件）

死 者 数 0 人（− 1人）

負傷者数 84 人（+ 20人）
（　）内は前年比

反射材　みんなに見えてる　その命

人口

市 の う ご き 市の交通事故発生件数
平成 26 年 5 月 1 日現在

東日本大震災義援金の受付は
平成27年3月末まで延長します

　市役所および福祉センターに募金箱を設置するほか、市民専用振込
口座を開設しています。引き続き、皆さまからの温かいご支援をお願
いします。
　4月末までに宇土市に寄せられた義援金は

1210万1519円
問合せ先　総務課行政係☎㉒1111（内線2212）
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　平成 2６ 年度の複合健診を次のとおり実施します。
　また、健診を申し込まれていない方の追加申込みを受け付けますので、日程をご確認のうえ、保健センターまで電話等で申
込みください。
※全ての検診を受ける方の所要時間は、男性 ９0 分、女性 120 分程度です。
※前立腺がん検診、骨粗鬆症検診の受診を希望される方は、当日受付にお申し付けください。

（複合健診日程表）
健　診　日 会　場 検診項目

６月 1７（火）・18（水）・20（金）・21（土）・22（日）

保健センター

特定健診・高齢者健診・腹部超
音波検診・胃がん検診・肺がん
検診・乳がん検診・子宮頸がん
検診・大腸がん検診・前立腺が
ん検診・骨粗鬆症検診

７月 1（火）・2（水）・3（木）・4（金）・5（土）・６（日）・７（月）・8（火）・９（水）
8月 25（月）・2７（水）・28（木）・2９（金）
９月 10（水）・11（木）・12（金）・13（土）
　問合せ先　保健センター☎㉒ 2300

　保健センターでは食事づくりを中心とした健康づくり
教室を開催します。
　健康に気をつけている方や食事・料理に関心のある方
の参加をお待ちしています。

※本講座は宇土市食生活改善推進員（食
のボランティア）の養成講座を兼ねて
います。修了者は宇土市食生活改善推
進員協議会へ入会することができます
（任意加入）。

日　時　　６月～ 10 月　全 ７回
　　　　　午前 ９時 30 分～午後 1時
場　所　　保健センター
定　員　　20 人（先着順）
受講料　　調理実習時　500 円
申込方法　保健センターへ電話で申込みください。
申込期間　5月 15 日（木）～ 5月 30 日（金）

回 日付 教室の内容

1 ６／11
（水）

開講式／オリエンテーション
食品衛生・食環境保全（食中毒・食品表示）

2 ７／2
（水）

生活習慣病の概要と予防のポイント
栄養の基礎知識・調理の基本（調理実習）

3 ７／30
（水）

健康日本21
市民の健康状況と生活習慣病（調理実習）

4 8／13
（水）

食事バランスガイド／献立の立て方
食品成分表の使い方／材料発注（調理実習）

5 ９／10
（水） 健康づくりと運動（調理実習）

６ 10／8
（水）

年代別食育推進と食生活改善推進員の役割（調理実
習）

７ 10／22
（水）

閉講式／修了証書授与
食生活改善推進員と地区組織活動

平成 26 年度複合健診を実施しています！

〜平成26年度　栄養教室生を募集します！〜

元気な毎日は食生活から

申込み・問合せ先　保健センター☎㉒2300

走潟公民館に咲いた
「マルメロ」の花

平成 26・5  （28） 



HEALTH

■各種乳幼児健診・教室のお知らせ
月日 内容 受付時間 対象 場所

5/21
（水） 幼児歯科教室 午前9時〜

9時15分
25年1月
生まれ

保
健
セ
ン
タ
ー

5/22
（木） 3歳児健診 午後1時〜

1時15分
23年4月
生まれ

6/5
（木） 1歳6カ月児健診 午後1時〜

1時15分
24年11月
生まれ

6/9
（月） 3カ月児健診 午後1時〜

1時15分
26年2月
生まれ

6/10
（火） 6カ月児健診 午後1時〜

1時15分
25年11月
生まれ

6/12
（木） 2歳児歯科健診 午前9時〜

9時15分
24年5月
生まれ

6/25
（水） 幼児歯科教室 午前9時〜

9時15分
25年2月
生まれ

6/26
（木） 3歳児健診 午後1時〜

1時15分
23年5月
生まれ

※ 1 歳 6 カ月児健診・3 歳児健診・幼児歯科教室・2 歳児歯科健診の
対象者には通知をお送りします。転入等で通知がお手元に届かな
い場合は保健センターまで問い合せください。

■日曜・祝日当番医  （診療時間：午前 9 時〜午後 5 時）

月日 病院・医院名 診療科 電話

5/18
（日）

福田医院（本町3丁目） 内・小 ☎㉒0002

幡手耳鼻咽喉科クリニック（南段原町） 耳・ア・小 ☎㉔1187

5/25
（日）

吉窪内科放射線科医院（入地町） 内・消・放 ☎㉒3203

吉野整形外科（高柳町） 整 ☎㉒6000

6/1
（日）

石垣医院（浦田町） 内・小 ☎㉒1234

上野小児科医院（城之浦町） 小 ☎㉒0324

6/8
（日）

近藤クリニック（松山町） 内・消・外 ☎㉓5558

やまもと泌尿器科クリニック（南段原町） 泌・性 ☎�1411

6/15
（日）

みどりかわクリニック（野鶴町） 内・小 ☎㉒1171

むらかみ眼科クリニック（南段原町） 眼 ☎㉒6600

6/22
（日）

七川医院（浦田町） 外・消 ☎㉒0555

草場医院（松原町） 耳 ☎㉓5851

6/29
（日）

松田内科循環器科クリニック（三拾町） 内・循 ☎㉓6555

田山産科婦人科医院（入地町） 産・婦 ☎㉒5522

※当番医は変更になる場合があります。熊本県総合医療情報システ
ム「くまもと医療ナビ」のホームページ、または宇城広域連合消
防本部（☎� 0554）にてご確認ください。

保健センター 告…知…板
記事に関する問い合せは、保健センター☎� 2300 まで

今月の朝ごはんレシピ
宇土市食生活改善推進員協議会

▪鶏ロール▪
〜お弁当のおかずにぴったりのお手軽レシピです〜

1 本当たり：610kcal、 脂質 35.1g、 たんぱく質 42.9g、 塩分 3.6g

鶏もも肉 ……………… 1 枚
ごぼう ………………… 適宜
人参……………………… 〃

①鶏ももは厚みに包丁を入れて開く。
② ごぼうはこすり洗いをし、鶏肉の幅に合わせて切る。太

ければ箸くらいの太さに縦割りにし（3 〜 4 本） 水にさ
らす。人参も同様に切る。

③ 鶏肉の皮目を下にして置き、水気を拭いたごぼうと人参
を芯にしてしっかりと巻き、形が崩れないように木綿糸で
しばり、耐熱容器に入れる。

④ 鍋に調味料を入れ煮立て③に注ぐ。ラップをして電子レ
ンジ（600W）に 15 分程度かける。粗熱がとれてから糸
を外し、食べやすい大きさに切り分ける。

  材料（作りやすい分量）

  作り方

No.36

（ 調味料 ）
水…………………… 100㏄
酒…………………… 100㏄
醤油…………………… 25㏄
薄口醤油………… 小さじ 2
砂糖…………… 大さじ 1/2

母子手帳の交付
　妊娠がわかったら、住民票がある市町村で、母子手帳の交
付を早めに受けましょう。
交 付 日　毎週火曜日
　　　　  5月20日（火）、27日（火）、
　　　　  6月3日（火）、10日（火）、17日（火）、24日（火）
交付時間　午前10時〜午前11時
　　　　 （受付時間は午前10時〜午前10時15分）
内　　容　母子手帳および妊婦健診受診票の交付、妊娠中の
　　　　  生活について保健師・管理栄養士からの説明

※事前に電話での予約が必要です。
（☎㉒2300）

健康相談
　保健センターでは、毎週金曜日に健康相談を行っています。
赤ちゃんから高齢者の方まで、どなたでも利用できます。お
気軽にご利用ください。
受付時間　午前9時〜午前11時
　　　　　※事前に電話での予約が必要です。

（☎㉒2300）
内　　容　身体測定・体脂肪測定・食事相談など
※その他、健康に関することで相談したいことがある方はご

相談ください。

（29）   平成 26・5



第23回

6月8日㈰
午後 1時～午後 3時

住吉自然公園
（雨天時：市民会館）
詳しくはP23をご覧ください。

紫陽花
マンドリンコンサート紫陽花
マンドリンコンサート

行長しゃんも
参加

網津保育園の
皆さん

あじさいコンテストの
表彰式

鶴城中学校合唱部の
皆さん

熊本マンドリン協会の
皆さん
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ほりうち

内　文
ふみたか

貴ちゃん
（古保里町）

Ｈ２4 年 5 月 11日生　２ 歳

田
たがわ

河　明
あかり

莉ちゃん
（三拾町）

Ｈ２5 年 5 月 ２5日生　1 歳

福
ふくだ

田　彩
いろ

ちゃん
（神合町）

Ｈ ２3 年 5 月 11 日生　3 歳

河
かわぐち

口　ゆりちゃん
（花園台町）

Ｈ２3 年 5 月 16日生　3 歳

藤
ふじた

田　優
ゆ め

芽ちゃん
（門内町）

Ｈ２5 年 5 月 8日生　1 歳

　掲載希望の方（３歳まで）は誕生月の前月５日（５日が休日の場合は前日）までにまちづくり
推進課情報支援係に申込んでください。応募多数の場合は、抽選になります（過去に掲載さ
れていない方を優先します）。
問合せ先　まちづくり推進課情報支援係☎㉒ １１１１（内線 ２２０６）

ハッピーバースデーハッピーバースデー
元気い

っぱい宇土っ子元気い
っぱい宇土っ子


